
マ

ル

サ

ス

の

人

口

理

論

一
、
マ
ル
サ
ス
人

口
理
論
の
生
成
と
本
髄

南

亮

三

郎

,

マ
ル
サ

ス
の
人

ロ
理
論
は
、
二

つ
の
意
味

で
論
争

の
産
物

で
あ
る
。

そ
れ

は
先

づ
、
當
時
焦
眉

の
思
想
問
題
た
り
し
就
會
完

全

化
読

を
緯

つ
て

の
、
彼
れ

の
父

と
の
討
論

に
、
そ

の
直
接

の
端
を
稜

し
た
。
父
ダ

ニ
エ
ル
は
此
の
新

思
想
を
辮
護
し
、
子

ロ
バ
ア

ト
は
こ
れ
を
攻
撃

し
た
。

そ

の
所
産

こ
そ
、

一
七
九

八
年

(
序
文

日
附
六
月
七
日
)

ロ
ン
ド

ン
に
於

て
、
最

初
は
匿
名

で
褒

表

せ

め

ら
れ

た

る

マ
ル

サ

ス
の

「
人

ロ
原

理
論

』

に
外

な

ら
な

い
。

匿

名

の
著

者

は
、

そ

の
父

を

「
一
友

人
」

と
假

構

し

て

、
自

身

で
語

る

、

「
本
論
丈
に
、

ゴ
ド
ウ
4
ン
氏
の

『
研
究
者
』
中
に
於
け
る
貧
慾
と
濫
費
論
に
關
し
て
の
、

一
友
入
と
の
會
話
に
、
そ
の
端
た
襲
す
ろ
。
こ
の
討

論
に
、
鮭
會
將
來
の
改
善
に
就

い
て
の

一
般
問
題
に
始
ま

つ
表
。
そ
し
て
署
者
に
最
初
、

そ
の
友
入
に
自
分
の
思
想
な
、
會
話
で
す
ろ
よ
・り
も
よ

吻
明
瞭
に
行

ひ
得
る
だ
ら
う
と
の
考

へ
か
ら
、
ほ
ん
の
、
紙
上
に
蓮
べ
て
み

ろ
積
り
で
、
座
に
着

い
穴
の
で
あ
る
。
然
う
に
、
問
題
が
著
者
に
明

か
に
な
る
に
つ
れ
て
、
彼
れ
が
今
ま
で
出
會
に
う
と
も
思
に
な
か
つ
六
若
干
の
考

へ
が
浮
ん
で
來
六
〇
そ
し
て
著
者
に
、
か
く
も

一
般
に
興
味
あ

マ
〃
サ
ス
の
入
口
哩
論

M
四
三
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}
四

四

る
論
題

に
就

い
て

の
、

ど
ん
な

、
さ

さ
や
か
な
光
・り
で
も
、

公
亭

に
受

け
容
れ
ら
れ

る
に
蓮

ひ
な

い
と
思

ふ
六

の
で
、
公
刊
す

る
形

で
そ
の

b

思
想
な
叙
べ
二
う
と
決
す
る
に
至
つ
索
。
」

次

に
第

二

に
、

マ
ル
サ

ス
の
人

口
理
論

は
、
彼
れ

の
同
時

代
人
と

の
熱

心
な
る
不
断

の
論
争
を
通
し

て
成

長
し

て
行

つ
た
。

「
肚
會
將

來

の
改
善

に
就

い
て
の

一
般

問
題
」
に
關
す
る
、
そ

の

「
一
友

人
」
と

の
、
そ

の
父

と
の
、
討
論

に
端
を
襲
し
た

『
人

口
原

理
論
』

は
、
其
盤

に
叉
、

ゴ
ド

ウ
イ

ン
、

コ
ン
ド

ル
セ
ー
等

々
の
完

全
化
論
者

に
向
け

ら
れ
た
る
論
争
文

で
あ

つ
た
。
煽

邊

の
談
論

に
於

て
父
を
破

つ
た
1

但

し
吾

々
は
そ

の
爲

め
に
父
が
改
宗

し
た
と
は
聞

い
て
ゐ
な

い
ー

マ
ル

サ
ス
は
、
論

壇

に
向

つ
て
は
、

こ
れ
等

の
完
全

化
論
者

に
双
を
擬

し
た

の
で
あ

る
。
そ
れ
よ
り
四
年

を
隔

て
た

一
八
〇

三
年

に
は
、
彼
れ
自

か

ゐ

ら

「
新
著

と
見
徹

し
得

べ
し
」

と
す

る
増
訂
新

版

(
第

二
版

)
が
出

で
、

一
八
二
六
年
ま

で
に
版
を

重
ね
る
こ
と
六
同
、
内
容

字
数

に
於

て
は
、
そ

の
初
版

に
比
し
實

に
五
倍

の
増
加
を
示
す
大
著

に
ま

で
成
長
し
た
。
こ

の
論
著

の
成
長
は
、
同
時

に
彼
れ

の
理
論

の
成

長

で
も
あ

つ
た
。

そ
し
て
理
論

の
成
長
は
,
主
と
し

て
彼
れ

の
、
同
時

代
人
乏

の
論
孚

に
員
ふ

の
で
あ

る
。

か
く

云
ふ
と
き
私
は
、
無
論
、
第

二
版
及

び
そ
れ

以
後

の
版
本

が
論
宰
文
た
る
形
態

と
性
質
と
を
捨

て
去

つ
た
と

い
ふ
外
見

上

の
事
實

、
並

び
に
通
行

の
解
綿
を
無
親
す
る

の
で
は
な

い
。

「
醐
八
〇
三
年

に
は

マ
ル
サ

ス
は
も
は

や
、

ゴ
ド
ウ
イ

ン
や

コ

ン
ド

ル

セ
ー
を
論
駁
し

て
は
ゐ
な

か

つ
た

。
彼
れ
は
眞
實

に
人

口
に
就

い
て
論
述
し

つ
』
あ

つ
た
、
」
「
マ
ル
サ

ス
は
聰
明
な

る

論

争
家

た
る
こ
と
を

止
め
た
。

彼
れ

は
む

し
ろ
、
人

ロ
問
題
そ

の
も

の
に
興
味
を
も

つ
維
濟
學
者

の
役
割
を
選

ん
だ
、」
「
第

一

版

の
議
論

は
人
間
完
全
化

の
思
辮

に
封
し

て
向
け

ら
れ

て
ゐ
た
。
第

二
版

は
、
貧
民

の
状
態
と
、
彼
等

の
困
態
を
救

ふ
可
能
性

1)
2)

3)

1lnZな54ソ,1sted・prefacep・i・

Cf.MemoirofRobertMah11ロs(byαte⇒,P.38hユ3Malthu㍉2㍗ 吻 伽 げ

Pelitical茂oπo耀 ソ,2ndposthumoused.London=836.

渤 衡 砂 ・卿 加 搦'勿 ゆ 々 げ 伽 面'z:鰐 〃,4り 細 げ 露3鋼'a〃 〃esent

'〃 レ`'5砺 加 脚 〃 吻 繍3ノ ω露加"吻 鰯妙 珈oo擢 〃osPe傭res?e`'盛"8

'%8fnturere〃30〃410ノ 〃 露忽4'加 ¢〆'勉ez,its2α 乃」を乃 露o`vasあ 〃3.Anewodi・

ほα臨ρvcrym胆chenlarged.ByT。R.Malthus.Londo臓1803?refaDe,p。 ▽,



と
に
、
そ

の
注

意
を
向

き
か

へ
て
ゐ
る
、
」
(
ブ
イ
ー

ル
ド
)
。

こ

の
事
賓
を
端
的

に
表

明
す

べ
く
、

『
人

口
原
理
論
』

が
そ
の

副

題
を
第
二
版

に
於

て
愛
化
し
た

の
も
、
知

ら
れ

た
事
柄

で
あ
る
。
形
態

の
上
か
ら
、
及

び
叉
内
容

の
上
か
ら
、

『
人

口
原
理

論
』

は
確

か
に
、
軍
な

る
論
櫛
文
た
る
こ
と
か
ら
自

か
ら
を
止
揚
し
た
。

同
時

に

マ
ル
サ

ス
は

、
若

き
熱
情

の
評
論
家
た
る
こ

と
よ
り

、
冷
謡
…な
る
實
践

的
研
究
者

へ
と
、
自

か
ら
を
高
め
た
。
か
く

て
、
ケ

イ

ン
ズ
を
し

て
語
ら
し
む
れ
ば

、
第

一
版
は
、

「
一
方

で
は
完
全
化
論

者

の
反
駁

に
、
而
し

て
他
方

で
は
、
そ

の
反
封

の
外
観

に
も
拘
ら
す

、
造
物

主

の
方
法

の
辮
護

に
、
係

も

ぬ

カ

は

つ
た

る
先
瞼
的
著
作
」

で
あ

つ
た

に
反
し
、

「
後

版

に
於

て
は
、
政
治
哲
學

が
政
治
経
濟
學

に
道

を
譲

り
、
肚

會
史
上

に
於

わ

▼け
る

一
開
拓
者

の
蹄
納
的
誰
明

に
擦

つ
て
普
遍
的
原

理
が
敷

か
れ

て
ゐ
る
、」

の
で
あ
る
。

併

し
な
が
ら
、
人
は
、
こ

の
論
著

の
成

長
と
態
度

の
高
揚
と

に
は
、
彼
れ

の
同
時
代
人
と

の
論
争

が
、
彼
れ

の
批

評
家
達

の

批

評
が
、
不
断

の
役

目
を
演

じ
た
こ
と
を
見
逃
し

て
は
な
ら
な

い
。

マ
ル
サ

ス
が
、

『
人

口
原
理
論
』
を
続

つ
て
、
彼
れ

の
批

評
家

達
と
、
特

に
最
初

の
而
し

て
絡
生

の
論

敵
た
る

ゴ
ド
ウ
ィ

ン
と
、
如
何

な
る
論
孚
を
絡

始
し
た
か
は
、
別

の
筆
者

が
こ
れ

か

を
明

か

に
す
る

で
あ

ら
う
が
、
彼
れ

が
自
か
ら
第

二
版

の
序
文

に
於

て
、

「
原
理
上
、
第

一
版

か
ら
異

な
る

に
至

つ
た
」
と
云

⑪

へ
る

も

の
、
即

ち
か
の

「
道
徳

的
抑
制
」

の
導
入
も
、
當

の
論
敵

ゴ
ド
ウ
ィ

ン
の
示
唆

に
員

ふ
こ
と
略
ぼ
誤
ま
り
な
く
推
し
得

る
所

で
あ

る
し
、
後
版

に
於
け

る
些
細
な
る
僻
句

の
、
或

は
又
大

い
な
る
章
句

の
添
創

に
す

ら
、
注
意
深
き
且

つ
鋭
敏

な
る
讃

者

は
今

猫
ほ
、
十
重
二
十
重

に

マ
ル
サ

ス
を
包
み
圃
み
し
批
評
家
群

の
庖

障
を
、
偲

び
鵜
く

こ
と
が
出
來
る

で
あ
ら
う
。
・

「
こ
」
に
提
出
ぜ
る
主
要
原
理
に
異
論
の
絵
地
が
な
い
。
從
つ
て
、
若
し
も
私
が
輩
に
概
槻
な
叙
べ
う
に
止
ま
つ
て
ゐ
穴
な
ら
ば
、
私
に
難

マ
ル
サ
ス
の
入
口
理
論

}
四
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一
四
六

攻

不
落
の
要
砦

に
勇
な
固
め
得
六
で
あ
ら
う
し
、
こ
の
形
に
於
け
る
本
書
は
遙
か
に
手
際
よ
き
風
威
彪
装
ほ
ひ
得
糞
で
も
あ
ら
う
。
だ
が
併
し
、

か
」
ろ
概
観
に
、
敦
と
へ
抽
象
的
眞
理
の
原
因
な
提
出
し
得
に
し
て
も
、
何
等
か
實
際
的
な
善
な
促
進
す
る
こ
と
に
滅
多

に
な

い
。
そ
し
て
私
に

考

へ
於
、
若
し
も
私
が
、
本
問
題
よ
サ
必
ら
ず
襲
出
す
る
と
思
に
れ
る
諸
蹄
結
i

こ
れ
等
の
蹄
結
が
何
で
あ
ら
う
と
ー

の
何
れ
か
な
考
察
す

る
こ
と
な
拒
否
し

穴

と
す

れ
ば
、
私
は

本
問
題
な
正
當

に
取
扱

ふ
て
公
亭
な

る
討
論
下

に
拉

し
來
た

る
所

以
と
は

な
ら
な

い
と
。
け
れ

ど
も
、
此

の
計
書
為
遂

行
す

る

こ
と

に
工

つ
て
私
に

、
多

く

の
反
謝

論

に
、

そ
し

て
恐
ら
く
は
、
遙

か

に
痛
烈
な

る
批
剣

に
、

一
門

戸
な

開

い
☆

こ
と
な
知

つ
て
ゐ
ろ
。
併
し

私
は

、
私
が
隔
り

で
も
す

べ
き
錯

誤
で

さ

へ
が
、
論

議

へ
の
把

手
と
、
瞼

謹

へ
の
彌

や
増

ぜ
ろ
刺
戟

と
な
供
す

る
こ
と

に
よ

つ

て
、
批
會

の
幸
旛

と

か
く

も
密
接

に
結

合

ぜ
る

一
問
題

に
工
り

以
上
の

一
般
的

注
意

な
喚

起

ぜ
ん
と
す

る
重
要
目
的

に
、
役

立

ち
得

ん

こ
と
な
想

め

ふ
て
自
か
ら
慰

め
質

い
o
」

恥

一
つ
の
論
策

彗

8
ψミ

に
あ
ら
す

し
て
今

や

一
つ
の
學

術
論

文

潜
9

薮

。。
。

で
あ

る
と
稻

せ
ら
る

瓦
第

二
版
、
從

つ
て
叉
そ

れ

以
降

の
版
本

で
さ

へ
が
、
些

か
も
掘
ぎ
な
き

マ
ル
サ

ス
の
論
孚
的

心
構

へ
を
傳

へ
藏

せ
る
こ
と
、
右

一
文

の
示
す
が
如
く

で
あ

る
。

マ
ル
サ

ス
の

『
人

ロ
原
理
論
』
は
、
從

つ
て
彼
れ

の
人

ロ
理
論
は
、
か

ム
る
事
實
上

の
、
及
び

心
意
上

の
論
争
を

通
し

て
成

長
し

て
行

つ
た
。
洵

に
ボ
オ
ナ
ア

の
云

へ
る
如
く
、

「
彼
れ
は

一
書
を
書
き

つ
放
し

に
し

て
、
彼
れ

の
死
後

、
世
人
が

そ
れ

に
就

い
て
孚
論
す
る

に
委

ね
置

い
た

の
で
は
な

い
。
彼
れ
は

世
人
を
自
分

の
伴
侶

と
し
、

そ
し

て
、
あ
ら
ゆ

る
討

議
を
自
著

の
改
良

の

ヘ

へ

も

も

も

の

資

料
た
ら
し
め
た

の
で
あ
る
。

こ
れ

が
人

ロ
原

理
論

に
、
経
濟
學

上

の
諸
著
作

の
間

に
あ

つ
て

の
、
猫
自

の
地
位
を
賦
與

す

る
、
」

所

以
で
あ
る
。

意
圖
す

る
直
接

の
主
題
を
傍

ら

に
眺

め
乍

ら
、
私
は

以
上
、
絵
り

に
も
く
ど
く
、
論
争
書

と
し

て
の

『
人

口
原
理
論
』

の
生
成

O

=)

2)

3)
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'

を
語

つ
た

か
も
知
れ
な

い
。
け
れ
ど
も
こ
れ

は
、

マ
ル
サ

ス
の
人

ロ
理
論
と
は
何

か
、

マ
ル
サ

ス
入

ロ
理
論

の
本
髄
は
何
虜

に
あ

る
か
、
を
詮
索
究
明
せ
ん
と
す
る
本
文

に
訣
く

こ
と
の
出
來

な

い
前
置

で
あ

つ
た
。
事
實

、

マ
ル
サ

ス
の
人

ロ
理
論

は
、

『
人

ロ
、

原

理
論
』

の
成
長
と
共

に
成

長
し
て
行

つ
た
、
從

つ
て
、
彼
れ

の
理
論

の
核

心
を
探
り
索

め
る

の
作
業

は
、
か

玉
る

『
原

理
論
』

の
生
成
を
顧
慮

し
て
の
み
充
全

に
果
さ
れ

得
る

と
私
は
思

ふ
の
で
あ

る
。

そ
こ
で
私

は
改
め
て
問
題
を

立
て
る
◎

マ
ル
サ

ス
人

ロ
理
論

の
本
艘
は
何

で
あ
る

か
?
・

然
か
問

ふ
場
合
私
は

一
慮

、
前
段

に
於

て
所

々
そ
れ
を
使

ひ
分
け

て
來
た
や
う

に
、

マ
ル
サ

ス
の

『
人

口
原
理
論
』

と
其

の
申

に
含
有

せ
ら
る

玉
彼
れ

の
人

ロ
理
論

と
を
匿
別
し

て
ゐ
る
。
・『
人

口
原
理
論
』
は
、
そ
の
第

一
版

の
形

に
於

て
は

「
人

ロ
原
理
が
肚

D

會
將
來

の
改
善

に
及
ぼ
す
影
響
、
並

び
に

ゴ
ド
ウ

イ

ン
氏

・
コ
ン
ド

ル
セ
ー
氏

・
其

他
論
者

の
思
癬

に
關
す
る
評
論
」

で
あ
り
、

そ
の
第

二
版
以
下

の
形

に
於

て
は

「
人

ロ
原
理
が
過
去

及
び
現
在

に
亘
ウ
入
類

の
幸

幅

に
及
ぼ
せ
る
諸
作
用

の
観
察

、
並

び
に
、

此

の
原
理
よ
り
生
す

る
諸
悪

の
、
將
來

に
於
け
る
除
去
乃

至
は
緩
和

に
關
す

る
豫

測

の
研
%
」
で
あ
る
。
何
れ

も

「
人

口
の
原
理
」

を

「
論
」

じ
て
は
ゐ
る
が
、
そ

の

「
原

理
」

の
何

で
あ
る
か
は
未

だ
第

一
版

の
形

に
於

て
は
充
分

に
明

か

で
は
な

い
。
其
塵

で
は

も

ヘ

へ

彼
れ

は
寧

ろ
、

「
人

ロ
の
原

理
」
を
殆
ん
ど
旦
明

の
も

の
と
し
て
論

敵

に
封

ひ
擬

し
た
。
從

つ
て
吾

々
は
、
1

彼
れ

の
人

ロ
理

も論

は
此

の

「
人

口
原
理
」
を
旋
同
申
心
と
す
る
も

の
で
あ

る
か
ら
ー

ー
第

一
版

に
於

て
は
無
論

、
理
論

の
罷
系

化
的
試

み
に
接
す

る
こ
と
は
出
來
な

い
。

『
人

口
原

理
論
』

は
愛
り
な
く
其
虜

に
在

つ
た
、
併

し

「
原

理
」
自
盟

の
究
明
、
理
論

そ

の
も

の
玉
展
開

は
、
未
だ
其
盧

に
見
出
す
を
得
な

い
の
で
あ
る
。

「
元

々
彼
れ
は
人

口
原
理
を
、
唯
翠

に
、
完
全
化

に
就

い
て
の
彼
れ

の
父

と
の

マ
ル
サ
ス
の
人
口
理
論

一
四
七

1)Subtitleofthefirsteditionof)be(【althus,s・ 疎5尾 ソ.

2)Subtitleofthe2ロdandfollowingeditions.

渚
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一
四
八

討
論

に
於
け
る

一
武
器
と
し
て
、
使

用
し
た

に
過
ぎ
な

い
。
今

や

(
第

二
版

に
於

て
ー

61
用
者
)

彼
れ
は
そ
れ
を
、
そ
れ
自
身

わ

の
た
め
に
研
究
し
た
、」

の

で
あ
る
。
併

し
吾

々
は
同
時

に
、
全
版
本
を
涌
じ

て
、
注
意

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
-

「
マ
ル
サ
ス
の

人

口
論

文
は
、
人

口
問
題
を
自

己
目
的
と
し

て
凡
ゆ
る
側
面
か
ら
照
明
し
よ
う
と
し
た
概
論
書

で
は
な

い
。
照
明

の
封

象
は
、
む

し
ろ
、
人

ロ
問
題

で
は
な
く

て
肚
會
問
題

で
あ
り
、
そ

の
照
明

の
手
段

が

『
人

口
の
原
理
』

で
あ

つ
た
。
こ
の
原

理

に
擦

つ
て
、

わ

肚
會
問
題
は
、
そ

の
解
決

の
可
能
性

に
向

つ
て
探
究
せ
ら
れ
た
の

で
あ

る
、
」
(
ブ
ツ
ヂ

エ
)
。

そ
れ
故

に
こ
そ
吾

々
は
、

マ
ル
サ

ス
人

口
理
論

の
本
盟

を
詮
索
す

る
に
方

つ
て
は
、

一
方

で
は

『
人

ロ
原
理
論
』

の
成
長

に
、
而
し

て
他

方
で
は
此

の
論
著

の
非
概

論
的
性
質

に
顧
慮

し
て
、
少
く

と
も
第

一
版

と
最
経

の
第

六
版
と
を
比
較
し

つ

玉
、

理
論
構
成

へ
の
よ
り
本
質
的
な
る
も

の
を
飾

ひ
別
く
る

の
作
業

を
行
は

ね
ば
な
ら
な

い
。

む

マ
ル
サ

ス
は
時

に

「
全
く

不
明
晰
な
著

作
家
」
と
評

せ
ら
れ
る
。
事
實
、
如
上

の
作
業
を
行

ふ
に
方

つ
て
、
吾

々
も
亦

、
略

ぽ

相
似

た
る
印
象
を
感
得
す

る
。
何

が

「
人

口
の
原

理
」
で
あ

る
か
、
何

が
彼
れ

の
理
論

の
本
饅

で
あ
る
か
、
そ
れ
は
然

か
く
容
易

に

答

へ
得
な

い
問
題
な

の
で
あ
る
。
そ
の
責

の
多
く
は
、
右

に
述

べ
た
如
き
論
著

そ

の
も

の

瓦
成

長
事
情

と
性
質

と

に
麟
す

る
で
あ

ら
う
、
だ
が
併

し
、
責

の
露
屡

は
ど
う

で
あ

つ
て
も
、
後

代
人
に
よ
る

正
し
き
解
読

の
困
難
は
攣
り
な

く
此

の
論
著

に
附

き
纏

ふ

の
で
あ
る
。

そ
れ
故

に
、
す

で
に
古

び
た
引
用
で
は
あ
る
が
、
次

の
如
く

に
云

へ
る

キ
ヤ
ナ

ン
の
述
懐

は
樹
ほ
後

至
者

の
多
く
を

し

て
唱

和
せ
し
む
る

に
違

ひ
な

い
。

曰
く
、

「
若
し
も
直

戴

に
、

マ
ル
サ

ス
に
よ

つ
て
理
解

さ
れ
た
人

口
の
原
理
と
は
何
か
、
何

の

が

マ
ル
サ

ス
の
人

口
理
論

で
あ
る
か
、
と
問

は
れ
た
な
ら
ば
、
最

も
竪
實

な
る
経
濟
學
者
は
躊
躇
す

る

で
あ
ら
う
、
…
…
」

と
。

a・nan,濯 ∬bS't・r70ftheThe・ 廊 げ ■ケ・dzsctiona〃〃)dS〃 劔 畝3τd

・ondonIgK7,P.133・
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蕪

伽㍊

つ

の

3
の



本
篇
は
即
ち
、

「
何

が

マ
ル
サ
ス
の
人

口
理
論

で
あ
る
か
」

に
答

へ
る
こ
と

に
依

つ
て
、

濟
學
者
」
た
ら
ん
こ
と
を

破
棄

せ
ん
と
す

る
試

み
に
外
な

ら
な

い
。

二
、
並
び
存
す
る
後
至
者
連
の
諸
解
程

敢

へ
て
自
か
ら

「
最
も
堅
實
な
る
経

さ

て
先

づ

マ
ル

サ

ス
は

、

そ

の

『
人

口
原

理
論

』

最

絡

第

六

版

の
本

文

冒

頭

に
於

て

日

ふ
、

、

「
・:
・本
論
丈
の
主
目
的
に
、
入
間
の
本
性
そ
の
も
の
に
緊
密
に
結
び
附
け
る

】
大
原
因
の
諸
作
用
な
検
討
す
る
に
あ
る
。
而
し
て
此
の

一
大
原

因
六
る
や
、
杜
會
の
創
始
以
來
、
不
噺
且

つ
彊
力
に
作
用
し

つ
」
あ

つ
穴
に
も
拘
ら
ず
、
本
問
題
為
取
扱

へ
る
箸
作
家
達
に
よ
つ
て
殆
ん
ど
注
意

さ
れ
な
か

つ
於
も
の
で
あ
ろ
。

・:
・

も

も

あ

カ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヤ

へ

も

も

も

も

へ

も

ヘ

セ

も

ヘ

へ

も

へ

も

も

も

「
私

の
謂

ふ
原
因
と
に
、
供

ぜ
ら

る
、
榮
養

以
上

に
増

加

せ
ん

と
す

る
、
全

生
物
界
な

通
じ
て
の

不
噺

の
傾
向

(}
ゆ
8
旨
い審
曇

齢魯
伽
。
9
M

5

聾

D

普
陶
ヨ
9
0
傷

ま
0
8

宣
臼
o器
o
げ
o団
8

伽
昏
o
昼
g
μ島
冨
6
導

℃
誘
℃
舞
o
伽

♂
噌
5

こ
れ

で
あ

る
o
」

そ

し

て

、

か

の
有

名

な

る

三

つ

の

命

題

、ず
3

宕

ω
崖

。
諺

、.
は

、

第

一
編

第

二

章

の
、

及

び

後

に

再

び

、

若

干

の

僻

句

を

攣

へ
て

恥

第

二

編

第

十

三

章

の

、

夫

々

の

末

尾

に
現

は

れ

て
來

る

。

即

ち

、

「
一
、
人
口

に
必

ら
ず

生
存
賢
料

に
依

つ
て
制
限

ぜ
ら

ろ
o
(団
o
℃
巳
騨
二
〇
昌

尻

昌
0
8
いい舘
即信

崔
9
芽

伽
げ
M

昏
o
目
o聾
亀・
o
州
い昌
。・聾
o
ロ
8
し

二
、
入

口
に
、

或

ろ
甚
だ

彊
力

且

つ
顯
著
な

ろ
妨
げ

に
依

つ
て
防
止

ぜ
ら
れ

ざ

ろ
限

り
、
生
存

賢
料

の
増
す
所
で

に
必
ら
ず
増
加
す

ろ
。

(娼
。
℃
雫

剴

二
8

一塁

9
ユ
普

ぐ

ぎ

臼
o
器

Φ
。噂

乏
冨

器

匪

o

舅

$

震

o
剛

。・
昌

繊
。・
仲窪

8

凶
8

8

器

o
り

ε

冨
器

胃

o
〈
o
段

&

び
図

。。
0
5

0

ぎ

受

署

臼

包

押
昌
畠

o
享

ご
蕊

臼
g
認
●)

三
、
是
等
の
妨
げ
、
並
び
に
、
入
口
の
優
勢
な

る
カ
な
抑
塵
し
て
生
存
資
料
の
水
準
に
保
☆
し
む
ろ
の
諸
妨
げ
は
、
す
べ
て
道
徳
的
抑
制
、
悪
徳

マ
〃
サ
ス
の
入
口
理
論

}
四
九

r)Malthus,An2黎r5竜 ソ,6thed.London夏826,vol・i・
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一
五
〇

及

び
窮
困

に
蹄
す

ろ
。

角

7
0
器

魯

8
寄
・
9。ロ
侮

9
0

。ゲ
。
。冨

類
窪
。ゲ

器
胃
。鴇

昏
o
ψ毛

6
翫
9

う
9
器
噌
o
h
"
名

巳
鑑

o
ゴ

勢
昌
島

詳
。
名

誌

。
津

o
岱

自

担
冨
く
色

琶

9

ひ
o
目
雷
岳

o
h
。・
号
。・ぼ
o昌
8
℃
碧
o
巴
一
『畠
o
一く
昌
♂

ぴ
8

日
9
巴

N畠
仲話
ぎ
計

く
一8

"&

旦

。・o
唄
し

こ

曳
か

ら

し

て

、

後

至

者

達

の
解

輝

は

大

檬

二

つ

の

類

型

に
別

れ

立

つ
。

各

々
、

そ

の

代

表

的

な

二

三

の

も

の
を

墨

示

す

る

な

ら
ば
ー

(
A
類

)

ボ

ル
ト

キ
ー

ヴ

ィ

ッ

ツ

は

い
ふ
、

「
マ
ル
ナ

ス
理
論

の
頂

鮎

に
は

、

人

ロ
は
増

加

す

る
傾

向
を

具
有

し

て
ゐ

る
、

と

め

い
ふ
主

張
が
立

つ
て
ゐ
る
。」

・

ブ
ッ
ヂ

エ
は
、
前
節

に
引
用
せ
る

一
句
、
即
ち

マ
ル
サ

ス
の
人

ロ
論
丈
は
直
接

に
人

ロ
問
題
を

照
明

の
封
象
と
せ
す

、
實

は
肚

會

問
題
を
封
象
と
し
た

の
で
あ
り

、
そ
し
て
共

の
照
明

の
手
段

が

「
人

口
原
理
」
で
あ

つ
た
、
云

々
の

一
句

に
次

い
で
曰
く
、
「
こ

の
事
か
ら
し

て
、
併
し

叉
、

マ
ル
サ
ス
人

ロ
原

理
は
本
來
何
塵

に
頂
貼
を
附
し

て
ゐ
る
か
、

マ
ル
サ

ス
人

ロ
法
則
と

は
本

來
何
を

指

す

べ
き

も

の
で
あ
る
か
、
と

い
ふ
問
題

へ
の
同
答

も
與

へ
ら
れ

る
。
そ
れ
は
、
か
う

い
ふ
こ
と
に
な
ら
う
。
す

べ
て
の
人
間
を

満

足
さ
す
や
う
な
、
肚
會

問
題

の

一
解
決
を
、
今
ま

で
妨
げ

て
來
、
今

術
ほ
妨
げ

て
居
り
、
そ
し

て

マ
ル
サ

ス
の
見
解

で
は
將
來

も
依
然

と
し

て
妨
げ
る

で
あ
ら
う
事
實

こ
そ
は
、

『
人

口
は
、
存
在

す
る
生
存
資

料
以
上
に
増
加

せ
ん
と
す

る
傾
向
を
有

す
る
』

と

い
ふ
こ
と
に
外
な
ら
な

い
。

此

の
法
則

の
構
成
部
分
と
見
徹

さ
れ

て
ゐ
た
総

て
の
他

の
諸
命
題
は
、
こ
の

法

則

の

前

提

た

る

わ

か
、
さ
も
な
く

ん
ば
麟
結

で
あ
る
。
」

ネ
ー
ベ

ル

ン
ク
は

い
ふ
、

「
マ
ル
サ

ス
の
人

口
原

理
は
、
人

口
は
そ

の
生
存
資

料
以
上
に
増
加

せ
ん

と
す

る
傾
向
を
有
す
る
と

6
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い
ふ
命

題

に
、

頂
鮎
を
有
す
る

ゆ
」
叉

曰
く
、
「
人
は
謂
ゆ
る
三

つ
の
命

題

に
人

口
法
則

の
内
容
を

見
よ
う
と
し
た
。
併

し
そ

め

れ
等

は
、
上
位

に
在
る
原
理
よ
り
す
る
諸
齢
結

の

一
要
約
た

る
も

の
に
外
な
ら
な

い
。
」

(
B
類

)

フ

エ
ッ
タ
ー
は

い
ふ
た
、

「
序
論
的
章

に
於
け

る
最

肝
要
な
る
も

の
と
普
通

に
見

ら
れ

て
ゐ
る
定
式

は
、

一
、

『
人

ロ
は
生
存
資
料
以
上

に
増
加

せ
ん
と
す
る
不
断

の
傾
向
を
有

す
る
』

と

い

ふ

こ

と
、
而

し

て
別

の
言
葉

で
云

へ
ば
、

二
、
生
存
資

料
は

『
算
術
級
数

に
於
け

る
よ
り
も
よ
り
急
速

に
は
増

加
さ
れ
得
な

い
』

に
反
し
、

『
人

口
は
妨
げ

な
け
れ
ば

幾

何
級
激
的

に
増

加
す
る
、』

と

い
ふ
こ
と

で
あ
る
。
…
…
原
文

で
は
特
筆

せ
ら
れ

て
は

ゐ
な
い
が
、
私

の
考

へ
で
は
、
右

の

定
式

よ
り
も
更

に
重
要
な

る
章

句
は
、

マ
ル
サ
ス
に
よ

つ
て
定
式
的

に
第

二
章

の
末
尾

で
樹
立

せ
ら
れ
た
三
命
題

で
あ

る
、

め

云

々
。
」

・

モ
ム
ベ
ル
ト
も
亦

、
夙

に
、
同
様

の
見
解
を
表
明
し

て
ゐ
た
。
彼
れ

の
最

初

の
人

ロ
論
的
著
作
た
る

『
ド
イ
ツ
に
於
け
る

鋤

人

ロ
運
動

の
研
究
』
に
は
、
明

か

に
、
「
次

の
三
命
題
が
、
周
知
の
如
く

(
?
・)
、

マ
ル
サ
ス
人

口
論

の
核
心
を
成

し
て
ゐ
る
、
」

と
述

べ
て
ゐ
る
。
但

し
此

の
人
の
解
繹
は
、
其
後

の
諸
論
著

に
於

て
種

々
の
攣

化
を
見
せ
て
ゐ
る
。
例

へ
ば

『
肚
會
経
濟
學

大
綱
』
中

の

一
文

に
於
て
は
、

マ
ル
サ

ス
理
論

の

「
核

心
は
、
生
存
資
料

が
限
定

せ
ら
れ

て
ゐ
る
こ
と
の
爲

に
、
人

ロ
の
不

の

断

の
増
殖

に
も
亦
、
殆

ん
ど
踏
破
し
得
ざ
る
限
界

が
劃

せ
ら
れ
る
、
と

い
ふ
に
あ

つ
た
、
」

と
読

き
、
先
頃

の
主
著

『
人

ロ

論
』

に
於

て
は
、

「
マ
ル
サ

ス
は

フ
ラ
シ
ク
リ

ン
と
共

に
次

の
事
實

か
ら
、
即
ち
総

て
の
生
物

に
は
、
そ
の
も

の

玉
爲

に
備

へ
ら
れ
た
る
生
活
資
料
以

上
に
増
加
せ
ん
と
す

る
傾
向
が
あ

る
、
と

い
ふ
事
實

か
ら
出
焚
す

る
。

こ
れ

は
根
本

的

に
人
間

に

マ
ル
サ
ス
の
入
口
理
論

圃
五

一
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■

一.
五

二

ぬ

へ

も

も

も
當

て
は
ま
る
。
從

つ
て
又
、

マ
ル
サ

ス
は
彼
れ

の
著
作

の
中

心
黙

に
、
人

口
は
生
活
資
料

の
量

以
上

に
増
加

せ
ん
と
す

る
不
漸

ヘ

へ

も

ぬ

も

ぬ

も

へ

ぬ

へ

も

も

も

も

も

ヘ

へ

め

の
傾
向
を
有
す
る
、
と

い
ふ
命
題
を

置

い
た

の
で
あ

る
。
彼
れ

の
學
読

の
此

の
中
心
黙
か
ら
次

の
三
命
題
が
現
は
れ

る
、

云

々
」

と
述

べ
て
ゐ
る
。
こ

玉
ま

で
來

拳
と
肉

モ
ム
ベ
ル
ト

の
解
繹

は
、
往
年

の
そ
れ
と

正
反
謝

に
な

る
。
彼
れ
は
今

や
A
類

へ
と
自

か

ら
を
韓

化
せ
し
め
た
。
併

し
、
然
う
か

と
思

ふ
と
、
此
の
同

じ
書
物

の
結
論

編

で
は
彼
れ
は
次

の
如
く

に
書
く

の
で
あ
る
、

「
彼

れ

(
マ
ル
サ

ス
)

の
學
読

の
核
心

は
、
周
知

の
如
く

(
!
)
、

人

口
は
生
存
資

料
よ
り
も
よ
り
急
速

に
増
加

す

る

傾

向

を

有

ナ

る

と

い
ふ
こ
と
、
人

ロ
は
此
の
場
合
常

に
現
存

の
食
物

範
園
を
塵
迫
し
、
そ
し

て
そ
れ
を
超

え
て
増

加
せ
ん

と
す
る
努
力

に
際

し

て
は
、
常

に
叉
、
阻

止
的
な
諸
妨
げ

に
依

つ
て
食

物
範
園

の
水
準

に
ま

で
引
き
押

へ
ら
れ

る
と

い
ふ
こ
と
、

か

ら

成

立

つ

て

ゐ

恥
た

。
」
ー

但

し

私

は

、

マ
ル

サ

ス
を

、.6
貯

器
6
窪

⊆
昌
匹
舞
魯

。。
。
訂

一穿

梓
。
嵩
。
㌦
.
と

評

し

去

つ

た

我

が

モ

ム

ペ

ル

ト
敏

授

に
、

此

の

同
じ
評
言
を
聯
想
す

る
こ
と
だ
け
麟
愼

し
み
潅

い
。

以
上

二
類

の
解
繹
は

、
餓
す
る
所
、
本
節

の
初
め

に
掲
げ

た

る

マ
ル
サ

ス
の
二
聯

の
定
式

化
的
立
言

の
中
何
れ
を

重
し
と
す
る

へ

ぬ

う

へ

も

ヘ

へ

か
、
即
ち
、
全
生
物
界

を
貫
通

し
た
る
、
從

つ
て
人
類

の
、
不
断

の
増
殖
傾
向

に

マ
ル
サ

ス
理
論

の

本
膿

を

見

る

か
、
若

く

は

叉
、
人
類

は
謂
ゆ
る
三
種

の
妨
げ
・に
依

つ
て
常

に
必
ら
・ず
生
存
資

料
の
水
準
下

に
抑
止
せ
ら
れ
、

こ
れ
等

の
妨
げ
な
き
場
合

に
の

へ

も

も

も

へ

み
人
類
の
増
殖
は
常
に
生
存
資
料
の
増
加
に
階
俘
す
る
、
と
い
ふ
こ
と
を
定
式
化
せ
る
か
の
三
命
題
に
其
の
本
盟
を
見
る
か
、
の

相

違
か
ら
相
別
れ
る

の
で
あ
ゑ

.
併

し
、
異

な
る
解
繹
は

こ
れ

ら
二
類

に
霊
く
る
課
で
は
な

い
。

マ
ル
サ
ス
は
冒
頭

に

「
不
断

の

増
殖

傾
向
」
を
展
示
し
、
武
で

↑
慮

の
要
約
的

「
三
命
題
」
を
掲
げ
は
し
た
が
、
彼
れ
は
未
だ

(
注

意
せ
よ
!
)
、

そ

の
何
れ
を

=)Mombeτt,Bez,∂lker"ngslehre,1929.S」62(punktiertvonMinami).

2)Mombert,Bez,∂lkeグ%ngs!le%ノe,S.470.



も
㍉

又
そ

の
何
れ

の
部
分
を
も

「
人

口
の
原

理
」
と

は
呼
ん

で
ゐ
な

」い
の
で
あ

る
Q
而

か
も
彼
れ

の
論
題

は
、
初
版

か
ら
最
絡
版

も

ヘ

へ

も

う

へ
と
貫
徹
し

て
、

『
人

口
原

理
論
』

ー

よ
り
正
確

に
は

『
人

口
の
原
理

に
關
す

る

一
論
』

で
あ
る
。
從

つ
て
、
嚴
密

に
云

ふ
な

ら
ば

、
彼
れ
が
最
初

に
何
を
展

示
し
よ
う
と

、
或

は
又
如
何
な
る
定
式
的
命
題
を

樹
立
し
よ
う

と
、
彼
れ
が
名
付

け

て

「
人

口
の

原
理
」

と
呼

べ
る

も
の

曳
本
艘

を
ζ
そ
先

づ
最
初

に
詮
索
し
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
q
た
と

へ
そ
れ
が
、

「
人

口
問
題

そ
れ
自
艘
を

も

へ

凡
ゆ
る
角
度

か
ら
照
明

せ
る
概

論
書

で
は
な

い
」

に
し

て
も
、
彼
れ

の
人

ロ
理
論

は
、
f

若

し
も
そ
れ

が
此

の
論

著

の
中

に
包

含

ぜ
ら
れ

て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、
ー

正

に
か

の

「
人

口
の
原
理
」
と
呼

べ
る

も
の
を
申
核
と
し
て
ゐ
る
に
違

ひ
な

い
。

マ
ル
サ

ス

の
人

ロ
理
論

と
は
何
か
と

い
ふ
問

に
答

へ
る
爲

に
は

、
從

つ
て
先

づ
、

「
人

ロ
の
原

理
」
と
は
何

か
と

い
ふ
問

に
答

へ
ら
れ
ね
ば

な

ら
な

い
。

(
C
類

)

此

の
意
味

に
於

て
、

キ
ャ

ナ

ン
の
古
典
的
解
繹

は
、
改

め

て
後

至
者

達

の
注
意
を
要
求
す

る
に
値

ひ
し
よ
う
。
彼
れ

も

も

が

マ
ル
サ

ス
の

「
人

口
原
理
」

と

「
人

口
理
論
」

と
を
略

ぼ
同
格

に
取
扱

つ
て
ゐ
る

こ
と
は
、
前

に
掲
げ
た
彼
れ

の
引
用
句

よ
り

し

て
明
白

で
あ
る
が
、
そ

の
事

の
當

否
は
別
と
し

て
、
「
人

口
原

理
」

の
出
所
と

一
つ
の
典
型
的
解

繹
と
を
與

へ
た
先
鞭
だ
け
は
、

め

ζ
れ

を

認

め
な

け

れ

ば

な

ら
な

い
。

即

ち

彼
れ

は
、

「
人

口

の
原

理
」

と

い
ふ
語

句

が

「
殆

ん
ど
確

か

に
」
ー

、.<
・蔓

窯
。
ぴ
菩
ξ
.、

わ

ー

ゴ
ド
ウ
イ

ン
の

『
政
治
的
正
義
島

よ
り
取
抄

入
れ

ら
れ

た
こ
と
を
指
摘
し
、
次

で

マ
ル
サ

ス
論

著

の
各
版

に
瞥
見
を
投

じ
な

わ

が
ら
、
再

び
第

一
版

に
就

い
て
最
初

に
此

の
語
句

の
現
は
れ
來
た

る
第

十
章

の
要
約

項
目

の

}
部
を
引
用
し
、
そ
し

て
云

ふ
の
で

あ
る
。
「
項
目

に
於
け

る

『
人

口
の
原

理
』
が

『
そ
れ

に
依

つ
て
人

口
が
生
存
資
料

の
水
準
下

に
引
き
抑

へ
ら
る

玉
原

理
』
(
ゴ
ド
ゥ

マ
ル
サ
ス
の
人
口
理
論

一
五
三

1)

2)

3)
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晶
五
四

イ

ン
の

一
句

i

引
用
者
)

と
殆
ん
ど
同
じ

い
こ
と
は
、
想

像
す
る

に
難
く
な

い
。
從

つ
て
恐
ら
く
は
、
次

の
事

以
上
を

云
は
ん

ヘ

へ

う

と

す
る

の
は
輕
率

で
あ
ら
う
と

思
は
れ

る
。
即
ち
、
人

口
論

の
初
版

に
就

い
て
は

『
人

ロ
の
原

理
』

と
は
、
人

ロ
の
増
加

は
必
ら

す

窮
困

に
依

つ
て
妨
げ

ら
れ

ね
ば
な
ら
な

い
と

い
ふ
こ
と
、

そ
し

て
第

二
版

に
就

い
て
は

そ
れ

は
、
人

口
の
増
加

は
必
ら
す
窮
困

め

か
或

は
戒
愼
的
動
機

か
に
依

つ
て
妨
げ
ら
れ

ね
ば
な
ら
な

い
と

い
ふ
こ
と
、

こ
れ

で
あ
る
。」

私

は
こ
れ
を
、
古
典
的
解

繹
、
或
は

叉
、

一
つ
の
典
型
的
解
繹
、

と
稽
し
た
こ
と

で
あ
る
が
、

そ
れ

は
私
も
亦
、

マ
ル
サ

ス
論

ぬ

へ

も

著

の

一
慮

の
研
究

か
ら
は
此

の
解
繹
以
上

に
出

で
得
な

い
と
思

ふ
か
ら
で
あ
る
。
併

し
吾

々
は
、
此

の
解
繹

に
止
ま

つ
て
ゐ

て
は

な

ら
な

い
。
何
故
か
?

吾

々
は

ギ
ャ

ナ

ン
か
ら
、
人

ロ
の
生
存
資

料

に
依

る
規
制
作
用
と
、
か

玉
る
規
制

に
爽
動

す
る
妨
げ

の

差
別
性

と
を

、

「
人

ロ
の
原
理
」

に
本
質

的
な
契
機

と
し

て
學

ぴ
取
る
こ
と
は
出
來
る
。
從

つ
て
又

「
人
ロ
の
原
理
」

が
、
第

一

版

と
第

二
版

(
及

び
そ
れ
以
後

)
と
で
は
、

そ
の
意
義
内
容

に
於

て

一
つ
の
本
質
的
相
違
を
示
す

と

い
ふ
こ
と
、
謂
は
ば

「
入

ロ

の
原
理
」
が
成
長
す
る
と

い
ふ
こ
と
、
を
も
示
唆
せ
ら
れ
は
す

る
。
然

し
乍
ら
、
か

玉
る
規
制
作

用
は
、

マ
ル
サ

ス
が
後
版
本

の

冒
頭

に
於

て
展

示
せ
る
人

ロ
の
不
噺

の
増
殖
傾
向

と
如
何
な

る
關

聯
を
有
す
る
か
、
規
制
作
用
は
輩

に

一
同
的
從

つ
て
又
絶
封
的

に
し

て
ー

恰

か
も

ゴ
ド
ウ

ィ
ン
が
ア
メ
リ

カ
及
び
ア
ジ
ア
の
彷

程
諸
民
族

に
就

い
て
云

へ
る
が
如
く
ー

「
幾

星
霜
を

重
ね
る

わ

も
人

ロ
は
土
地
の
耕
作
を
必
要
な
ら
し
む
る
程
増
加
し
た
こ
と
は
な

い
」
底

の
、
謂
は
ば

一
種

の
静
止
欣
態
を
保
持

し
績

け
る
も

の

で
あ
る
か
、
進

み

て
は
叉
、

マ
ル
サ

ス
が
此

の

「
原
理
」

に
何
か
異

な

つ
た

る
意
味
を
含
め

て
用

ひ
た
場
合

は
な

い
か
、
そ
し

て
最
後

に
は
、

こ
の

「
人

口
原
理
」
を
其
儘
、
彼
れ

の
人

口
理
論

と
見
る
こ
と

の
當

否
如
何
、
等

々
の
反
問
が
湧
出

し
來

ら
ざ
る

1)Cannan,妙.cit.P.i35.
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'

を

得
ま

い
。
吾

々
は
、
す

べ
て
こ
れ
等

の
反
問

に
答

へ
得

な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。

か
く

て
私
は
、
こ

玉
で
も
又
、

キ
ャ

ナ

ン
の
訓
戒

に
背

い
て
、
敢

て
自

か
ら
を

「
輕

率
」

の
作
業

に
投
じ
込
ま
ね
ば
な

ら
ぬ
の

で
あ
る
。

ヨ
、
第

一
版
に
潮
り
て
の

『
原
理
』
の
詮
索

さ

て
、
先

づ
、
第

一
版

に
湖
り

て
の
詮
索

の
結
果

か
ら
云

へ
ば
、

マ
ル
サ

ス
は

「
人

口
の
原
理
」
を
、
多
く

の
場
合

に
於

て
は

一
つ
の
意
義

で
用

ひ
て
ゐ
る
が
、
他

の
場
合

で
は
此
れ

と
異

な
る
意
義
を
含
ま
し
め

て
ゐ
る
形
跡

も
あ
る
。
要
す
る

に
第

一
版

に

關

す
る
限
り

で
は
、
嚴
密

に
何
が

「
人

ロ
の
原
理
」

で
あ
る
か
を
云
ひ
得
な

い
結
果

に
到
蓮
す

る
。

マ
ル
サ

ス
は

こ
れ
を
、
殆

ん

ど
自
明

に
し

て
何

の
読
明
を

も
要

せ
ざ
る
底

の
、
確

乎
不
抜

の
自
然
法
則

と
解
し

て
ゐ
た
庵

の
と

の
印
象

も
受
け

る
。
本
丈
中

に

ぬ

ヘ

カ

於

て

「
人

ロ
の
原
理
」
昏
。
冒
ぎ
音

♂

o
{
慧
や
三
鴛
一。
昌

と
云
ふ
名
僻

が
初

め
て
完
全
な
る
形

で
現
は
れ

て
來
る

の
は
、
實

に
第

十

章

二
〇
八
頁

に
於

て
で
あ

つ
て
、
全
十
九
章

三
九
六
頁

の
第

一
版
は
そ

の
時
既

に
牛
ば
を
過
ぎ

て
ゐ
る

の
で
あ
る
。
而
も

マ
ル
サ

ス
は
、
甚

だ
屡

々
、
人

ロ
の
原
理
を

「
天
然

の
法
則

」

島
。
冨
ξ

。
h
§
言
器

或

は
叉

「
必
要

の
法
則
」

臣
。
冨
箋

。
{

958
窃
ωξ

と
も
呼
ん
で
ゐ
る
の
で
、

「
原
理
」

の
詮
素

は
こ
れ
等

の
鮎
を

も
顧
慮

し

て
行
は
れ

ね
ば
な
ら
な

い
。
か

瓦
る
心
構

へ
か

ら
獲
ら

れ

た

マ
ル
サ

ス
の
諸
章
句

は
、
略

ぼ
次

の
二
類

に
撰
別
す

る
こ
と
が
出
來
る
。

(
A
類

)

規
制
作

用
を

指
す
も

の

マ
ル
サ
ス
の
入
口
理
論

一
五
五
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日、五
六

物
動
物
界
及
び
植
物
界
な
通
じ
て
、
天
然
に
生
命
の
種
な
、
極
あ
て
惜
氣
な
く
叉
大
や
う
に
、
汎
く
撒
き
散
ら
し
た
。
天
然
に
比
較
的
に
、

も

も

も

し　

も

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

も

も

ヘ

へ

あ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

彼

等
な
育

て
る
に
必
要

な
ろ
揚

所
と
榮
養

と
、

奄

惜

し

ん

で

來

衷
。

・
:
・必
要

と

い
ふ
こ

と
、
即

ち
か
の

、
緊
急
魯
遍

の
天
然
法
則

(翼
9
$
昏
ざ

費
9

冒

℃
。
二
。
屋

口
=

℃
。
量
巴

甘
αq
一睾

。
h
b
ρ
茸

。
)
が
、
彼
等

た
豫
定

の
限

界
内

に
抑
止
す

る
。

植
物

種
族
及

び
動
物

種
族

ぬ

ヘ

へ

も

へ

は

、
此
の
大
制
限
法

則

⇔
三
m
㎎
。
讐

器
mま
。
穿

。
ド
乙

の

下
に
畏
縮

し

て
し
ま

ふ
。

而
し

て
入
間

種
族

も
、
理
性
の
如
何
な

ろ
努

力

に

め

依

つ
て
も
、
此

の
法

則

よ
・り
免

が
れ

る

こ
と

に
出
來

な

い
o
」

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

へ

も

ぬ

も

も

ヘ

へ

も

へ

も

「
入

口
と
、
土

地
の
生

産
と
の
、

二
つ
の
力

の
、
此
の
天
然
的
な

不
同
、

及

び
、

こ
れ
等

の
諸
結

果
た

不
噺

に
均
衡
化
す

べ
き

、
か
の
、

コ

ラ

ヘ

ヘ

へ

あ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

り
　

吾

々
の
天
然

の
大

法
則

(子
9

㎎
oβ・
二

磐

。
h
。
舞

口
暮
9
。
乏
ぼ
9

昌

鴇

8
ロ
馨
毘

ぢ

寄
名

簑
①
マ

o
穿

鋒
い
量

)
に
、
…

こ
ヘ

ヘ

へ

も

3

「
・
:
・
入
ロ
の
力
に

蕊
り

優
勢

な
力
で
あ

ろ
か
ら
、
入
間

の
種
の
増
殖
に
唯
だ

、

よ
り

強
大
な
カ

へ
の

一
障

碍

と
し
て
働

ら
く

強
力
な

必

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

要

法

則
の
不
噺

の
作
用

(島
。
8
蕊
箭
9

0
℃
・逗

ご
昌
。
h
夢
o
。・9

5
すq
昼
話

o
h
9
8
い艮
乙

に
依

つ
て

、
生
存

資
料

の
増
加

と
亭
衡

な
保

鋤

索

し
あ
ら
れ

ろ
の
外
は
な

い
o
」

ヘ

ヘ

ヘ

へ

4

「
…

・何
れ
の
國

に
於

て
も
、
そ
れ
が
生
産
し
若
く
は
獲
得
し
得

ろ
食
物
な
越
に
て

入
口
の
増
殖
ぜ
ん
と
す
ろ
の
な
防
止
す

ろ
必
要
の
大

ヘ

へ

法

則

(チ
。
σQ
お
㌶

ポ
譲

o
h
9
8
器
一ヨ

に
、
然

か
く
吾

々
の
観

寮
に
開

か
れ
表

ろ
、
叉
吾

々
の
理
解

に
然

か
く
顧

著
明
白

な

る
法

則
そ

の

あ

る
か
ら
、
吾

々
に

一
瞬
時

と
難

も
そ
れ
な
疑

ふ
こ
と
は
出
來
な

い
。
:
:
」

の

、

、

、

、

5

「
ゴ
ド
ウ
ィ
y
氏
に
、
そ
の
著

の
第

八
編

第

三
章

の
結
論

に
於

て
、
入
ロ
為
論
じ

て
云
ふ
、
『
人
間
肚
會

に
に

一
の

原
理

が
あ

つ
て
、
こ
れ

に

依
り

入
口
に
紹

セ2
ず

生
存
費
料

の
水
準

下

に
引
春

抑

へ
ら
れ

て
ゐ

る

雷

憎
誌
戸
a
覧
o
ぎ

ゴ

§
碧

8
0
冨
仲¥

ξ

≦
窪
魯

℃
o
℃
邑
巴

o
昌

『

r)

2)

3)

4)

5)

Maユthus,AnEss罷y,Isted。pp.14-15(dottedbyMinami);slightlyaユtered,

2nded.P.2;6thed.vo1.i。PP.2--3.

Isted.P.16.
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6

驚

ぞ
象
薙
ξ

押
遇
停
魯
毒

8

穿
o
冨
く
匹

o
h
爵
o
塗
超
窪

亀

書

静

9
謬
o
o
)
o

だ

か
ら

ア

メ
リ
カ
や

ア
ジ
ア
の
彷

復
諸
族

の

間

に

あ

つ

て

に
、
幾

星
霜

な
重
れ

て

も
、
入

口
が
、
土
塊

の
耕

作
な
必
要
な
ら
し

め

ろ
程
、
増
加
し
穴

例
し
に
な

い
、
』

と
ρ

ゴ
ド

ウ

ィ

y
氏

が
か

や
う

ヘ

へ

も

へ

も

も

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

へ

に
、
或
る
紳
秘
不
可
思
議
な
原
因
の
如
く
記
述
し
て
、
氏
自
勇
こ
れ
を
探
究
し
工
う
と
に
企
て
」
ゐ
噸

い
此
の
原
哩
こ
そ
、
必
要
の
粉
埣
法

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

へ

則

⇔
冨

四
ぎ
象
昌
㈹
一慧

亀

昌
8
2
隻
M
)
i

即

ち
窮
困
及

び
窮
困
の
恐
怖

(乾

器
q

彗
幽

匹
。
盆
鶏

o
h
目
尻
昌

)
、

に
外
な

ら
ぬ

こ
と
が

め

見

出
さ
れ

ろ
で
あ

ら
う
。
」

「
ゴ
ド
ウ
ィ
y
氏

が
、
『
入
間

杜
會

に
に

}
の
原
理
が
あ

つ
て
、
こ
れ

に
佐
り

入
ロ
は
絶

に
ず
、
生
存
資
料

の
水
準
下

に
引
春

抑

へ
ら

れ

て

ゐ

る
、
』

と

い
ふ
て
居

ろ
の
に
、
完

全

に
正
し

い
観

寮
で
あ

ろ
。

唯
だ

問
題
に

か
う
だ
、
此

の
原

理
と
は
何

か
?

そ
れ

に
或

る
慶

昧

不
可
思

議

の
原
因
で
あ

ろ
か
2

そ
れ
は
或

る
時

期

に
、
男
な
し

て
木
能
た
ら
し

め
、
女
を
し

て
石
女
六

ら
し

め
ろ
天

帝
の
、
或

る
紳

秘
な

る
干
渉

で

あ

る
か
?

若
く

は
叉

、
そ
れ

に
吾

々
の
探
索

に
開

か
れ
穴

ろ
、
吾

々
の
観

察

の
届

き
得

る

一
原
因
、
即

ち
、
表

と
ひ
其

の
カ

に
種

々
異

な

つ
て
も
、
入
間

の
住
み

と
し
住

め

る
凡

ゆ

う
肚

愈
段
階
を

通
じ
て

不
断

に
.作
用
す

る
と
見
ら
れ

た

】
原
因

、
で
あ

る
か
?

そ
れ
に

、
入

間
の
諸
制
度
が
悪
化
ぜ
し
め
て
行
く
ど
こ
ろ
か
却

つ
て
著
し
く
こ
れ
な
緩
知
-

全
然
除
§
去
る
こ
と
に
出
來
な

い
ま
で
も
ー

す
る
傾
向

ロ

ロリ

も

も

ぬ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

あ

も

ヤ

も

の
あ

つ
穴

所
の
、
或

る
程
度

の
窮
困
、
即

ち
天
然

賭
法

則

(
複

殿
形

に
注
意

ぜ
よ
」

引

用
者

)
の
必
然

不

可

遽

の

結

果

(騨
幽
。
σq
槻8

0
h

幼

目
響

き

夢
0
5
8
0
閉
塁

普

自

貯
鼠

仲暫
乞
o

器
弩
犀

o
h
葭
o
ぐ
毫
m
o
h
昌
暮
鐸
邑

で

は

な

い

の

で

あ

る

か
?

」

(
B

類

)

増

殖

傾
向

を

指

す

も

の

ー

「
赴
會
に
於
け
る
何
れ
の
著
大
な

ろ
改
善
の
途
上
に
も
横
ほ
れ
る
大
障
碍
が
、
吾

々
の
到
底
、
克
服
の
望
み
な
繋
ぎ
得
な

い
性
質
の
も
の
ぞ
あ

ヘ

へ

ら

も

カ

も

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

へ

も

へ

も

も

る
と

い
ふ
こ
と
に
、
確

か
に
、
甚

だ
し
く
意
氣
な

沮
衷

ぜ
し

む
る

一
回

想

で
あ

ろ
。

(
だ
が
)
生
存

資
料

以
上

に
増
殖

せ
ん

と
す

る
、
人
間

も

も

へ

も

ヘ

へ

も

へ

ぬ

へ

ぬ

糧

族

に
於

切

る
恒

久

の
傾

向

(皆
φ
尋

o
言
鶴

帥8

餌
窪

畠

猷

臼
o
閥
§

o
h
§
彗

8

討
o
器
錺
0
8

δ
昌
山

爵
o
影
$

霧

o
h
u昌
。,団珠
o
ロ
8
)
に

、

マ
ル
サ
ス
の
入
口
理
論

昌
五
七
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2

へ

も

ヘ

へ

も

ぬ

へ

も

へ

ぬ

へ

も

吾

々
が
そ
の
愛
化
な
期
待
す
ぺ
き
如
何
な

る
理
由
な
も

有

し

得

ざ

る
、
生
物
天
然
の
普
遍
法
則
の

一
つ

恥

雪

ぎ

馨
&

塁
甘
器
》
で
あ

ろ
o
:
:

」

「
入
口
が
食

物

よ
り

も
遙

か
に
急

蓮

に
増
殖
す

べ
し
と

い
ふ
、
、
と
、

一
五

八

(8

0
0
h
臣
o
σq
魯

雪
鉱

ド
題
面
o
h

、

、

、

、

、

、

恥

:

:

此

の

普

遍

法

則

(仲
ぽ

い

げq
o
昌
臼

巴

ポ

≦
)

は

、
・
:

・
」

へ

ぬ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

へ

あ

ヘ

ヘ

へ

3

「
さ
て

入
口
の
原

理

に
蹄

る
な
ら

ば
、
;
:
」
「
入
口
が

そ
れ

に
從

つ
て
増
殖
す

る
所
の
原

理

(
注
意

ぜ
よ
!

引
用
者

)
(序
o
℃
二
5
0
凶艮
9

9
8
-

9
象
昌
σq
8

≦
ぽ
oげ

哨δ
℃
巳
麟
篇
o
謬

ぼ
o
希
繍
¢
い
)
に
、
普
遍
法

則

か
ら
、

創
遣

の
高
目
的

な
妨
害
す

ろ
こ
と
か
ら
獲
出
す

ろ
部
分
的
弊

害
敦

ろ
、

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

へ

も

へ

も

入
類

の
諸
罪
悪

、
若
く
に
天
然

の
諸

事
墜
、
な
豫
防

す

る
。
琵

の
原

理
は
、
地

上
の
住

民
為
常

に
、
生
存

資
料
の
水

準

一
杯

に

(包

蔓

唱

8

費
。
♂
<
巴

。
h
臣
o
ヨ
。
碧
い
亀

・。鐸
げ
m
帥い8
目
8
)
保

六
し

め

る
。
そ
し

て
そ
れ
に
、

不
噺

に
、
入
間
を
臨

つ
て
土
地
の
耕
作
な
槻

大

ぜ
し

め
な

が
ら
、

や
が
て
叉
、

よ
り
増
大

ぜ

る
入

口
な
扶
養
す

る
こ
と
な

可
能

な
ら
し

め
る
と

い
ふ
、

強
力
な

る

一
刺
戟

と
し

て
入
間

の
上

に
働

ら
き

ヘ

へ

も

へ

か
け

る
の
で
あ

ろ
ρ

さ
り
乍

ら
、
此
の
法

則
に
、
部

分
的
弊
害

な
誘
襲
す

ろ
・
℃
と
な

し

に
獲
動

し
、
且

つ
、
そ
れ
な

し

に
、
至

上
者

に
盈

つ

へ

も

へ

ぬ

へ

て
明
白

に
意

圖

ぜ
ら
れ

六

ろ
諸
結
果

な
生
ぜ
し

め
る
、

と

い
ふ
こ
と
に
あ
・り
得
な

い
の
で
あ

る
o
淘

に
、
入

口
の
原

理

(9
0
箕
ぎ
9
覧
o
o
h

ヘ

へ

も

へ

も

も

ヘ

ヘ

へ

℃
。
℃
巳
簿
げ
ロ
)
が
、
個

々
の
國

の
諸
事
情

に
從

つ
て
改
愛

ぜ
ら
れ
ざ

る
限
り

、

;
:
護
勉

に
よ

つ
て
助
成

せ
ら
れ

て
、
僅

か
の
年
数
の
中

に
肥

ヘ

へ

う

ヘ

へ

う

ヘ

へ

ぬ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

カ

ヘ

へ

ぬ

沃

な

る
地

域

に
入

間

を

住

ま

に

し

め

る

で

あ

ら

う

此

の

同

じ

原

理

(二
6

m弩

o
智
げ
9
竺
o
矯
零
げ
崔
ポ

・
:
・
乱
昌

℃
8
鷲
o

魯
滞
『岳
o
器
σq
剛o
ロ

貯

鋤

拶
窄
類

饗
舘
)
が
、
既
に
久
し
く
住
ま
に
れ
て
ゐ
六
國

々
に
於
て
困
厄
な
生
ぜ
し
め
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
ふ
こ
と
ば
明
瞭
で
あ
る
o
」

以
上
二
つ
の
類

別
下

に
集

め
録

せ
ら
れ
た
る
、
第

一
版

か
ら

の
諸
章
句
を
通
覧
し

て
、
吾

々
は
今
何
を
見
出

し
得

る
で
あ

ら
う

か
?
・

先

づ
A
類

に
關
す

る
限
り
、

マ
ル
サ
ス
が

「
緊
急
普
遍

の
天
然

法
則
」

の
下
に
、
「
大
制
限
法
則
」
の
下
に
、
「
天
然

の
大
法
則
」

1)

2)

3)

15ted.P.346.

1sted.P.36=.
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の
下
に
、

「
張
力
な
る
必
要
法
則
」

の
下
に
、
更

に
は
叉

「
必
要

の
粉
埣

法
則
」

の
下
に
、
理
解

せ
る
も

の
こ
そ
、
人

口
は
必
ら

す

生
存
資
料

に
依

つ
て
制

限

(
規
制
)

せ
ら
れ
る

と
い
ふ
、
か

の
、
謂
ゆ
る
三
命
題

の
第

一
(
本
稿

一
四
九
頁
か
見
よ
)
に
當

つ
て
居

り
、
更

に
云
ぴ
換

へ
れ
ば

、
人

口
は
必
ら
す
生
存
資

料

の
水
準
下

に

「
引
き
抑

へ
ら
れ

る
」

.、8

ぴ
。
寄
讐

魯
毛
昌
、.
若
く

は

「
均

へ

も

も

ヘ

ヘ

へ

も

も

衡

化
せ
ら
れ

る
」

、.8

冨

寄
讐

β
昌
鑑
、、
と

い
ふ
規
制
作
用
或

は
均
衡
作
用
を
表

現
し

て
ゐ
る
。
唯

だ
A
類
5
及

び
6

に
は

「
窮

困
及
び
窮

困

の
恐
怖
」
乃
至
は

「
或

る
程
度

の
窮
困
」
(
此
の
語
句
に
第
二
版
以
下
に
於
て
同
じ
く

「
窮
困
及
び
窮
困
の
恐
締
」
と
改
め
ら
れ

わ

ぬ

へ

液
。)

と

い

ふ

語
句
が
現
は
れ
、
而
か
も
前

の
場
合

で
は

「
必
要

の
粉
樟
法
則
」

と
同
格

に
置
か
れ
、
後

の
場
合

で
は
此

の
法
則

ヘ

へ

の
必
然

不
可
遜

の
結
果
」

と
な
さ
れ

て
居
る

の
相
違

が
あ

つ
て
、
吾

々
は
そ

の
何
れ
を

マ
ル
サ
ス
の
眞
意
と

解

す

べ

き

か

に

聯

か
迷
は
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ
る
が
、
か

の
謂
ゆ
る
三
命
題

の
第

三

(
本
稿

一
四
九
頁
な
見
よ
)

に

於

て
は

「
窮

困
」

が

「
悪
徳

及

び
道
徳
的
抑
制
」
と
並
び
て
ー

第

一
版
に
就
て
云
へ
ば

「
悪
徳
」
と
並
び
て
1

人
ロ
増
加
の
妨
げ
の

一
種
と
な
さ
れ
て
ゐ
た

こ
と

に
想

ひ
到

る
な
ら
ば
、

こ
の
意
義

に
於
け

る

慧
8
娼

が

「
法
則
」
そ

の
も

の
、
「
原
理
」

そ

の
も

の
、
と
解

し
得
る
飴
地
は

な

い
で
あ
ら
う
。
「
法
則
」

と
し

て
、
「
原
理
」

と
し
て
共
盧

に
あ
る

も
の
は
、
依
然

と
し

て
規
制
作

用
で
あ
る
。
無
論

マ
ル
サ

ス

に
於

て
は
、
謂
ゆ
る

「
妨
げ
」

の
種
別
も
肝
要
で
あ
り
、
叉
、

こ
れ

あ
る
が
爲

に
全
艦

と
し

て
の
彼
れ

の
所
論

は
猫
自
性
を
有
し

來

る

の
で
あ

る
が
、
右

に
掲
げ

た
A
類

の
諸
章
句
を

一
貫

し
て
流
れ

る
も

の
は
規
制
作

用
で
あ
り
、
均
衡
作

用

で
あ
る
。

か

ム
る

作
用

が
人
間
肚
會

に
於

て
主
観

の
側
か
ら
何

と
感

ぜ
ら
れ

る
か
、
若

く
は
又
如
何

な
る
仕
方

に
於

て
か

玉
る
作

用
が
自
か
ら
を
貫

徹
す
る
か
、
と

い
ふ
場
合

に
初

め
て

「
窮

困
及
び
窮

困

の
恐
怖
」

が
問
題
と
な
る

の
で
は
な

い
か
?

マ
ル
サ
ス
の
入
口
理
論

一
五
九

1)see,2nded.P。374;6thed.voLii.P.29.



一
六
〇

か
く

て
吾

々
は
♪
類

か
ら
、

マ
ル
サ

ス
人

ロ
理
論

の
本
質
的

一
成
素

を
見
出
す
。

生
存
資
料

に
依
る
人

口
の
規
制
作
用
、

こ
れ

や

あ
る
。
併

し
私
は

同
時

に
、
讃
者

に
向

つ
て
注
意
を
促

が
さ
ね
ば
な
ら
な

い
。

マ
ル
サ

ス
は
、
多
分

の
誇
大
的

、
激
越
的
な
、

1

恐
ら
く
は
確
乎
不
動
の
信
念
と
青
年
的
熱
情
と
に
由
來
せ
る
1

修
飾
語
を
冠
し
て
「
法
期
」
と
呼
び
、
「
原
理
」
と
稻
し
て

は
ゐ
る
が
、
A
類

の
諸
章

句

の
絡

る
個
所
ま

で
は
、
彼
れ

は
未
だ

「
人

口
の
原
理
」

と

い
ふ
語
を
用

ぴ
て
は
ゐ
な

い
の
で
あ
る
。

此

の
語
が
完
全
な
成
語
と
し

て
初

め
て
本
丈
申

に
現
は
れ

る

の
は
、
前

に
指
摘
し
た
通
り
、
第

十
章

の
末
尾

に
於

て
で
あ
る
。
即

ち
自
く

、

あ

あ

「
・
:
・
ゴ
ド
ウ

ィ

ン
氏

の
肚
會
制
度

が
最

も
完
全
な
形

で
建

設

ぜ
ら
れ
糞

と
し
て
も

、
幾

百
年
に

お
ろ

か
、

三
十
年

も
樫

液
な

い
う

ち
に
、
簡
豊
・

、

、

、

、

、

、

め

電
入
口
の
原
理

(}
o
⑦ぎ
覧
o
℃
村ぎ
9
宮
o
oh
℃
名
島
鑑
8
)

か
ら
完
全
に
破
壌
し
て
し
ま
ふ
で
あ
ら
う
o
」

そ

し

て
此

の
章

の
要

約

項

目
を

返

し

て
見

る

と
、

其
・虜

に
は

か

う
書

か
れ

て
あ

る

。

ヘ

へ

も

「
;
:
ー

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
氏
の
美
に
し
き
亭
等
制
度
が
實
現

ぜ
ら
れ
お
と
想
像
す
o
i

そ
に
三
十
年
も
脛

つ
か
経
t
ぬ
短
期
間
内
に
、
簡
皐

に

、

、

、

、

、

、

、

恥

入
口

の
原
理

力
ら

(昏
弓

ぐ

ぎ

8

挿
5

智
言
9
覧
。
o
鴨
も
。
℃
巳
ρ
pげ
昌
)
潰
滅
す
o
I

」

然

ら
ば
、

ご

」
に

い
ふ

「
簡
翠
」

な

「
人

口
の
原
理
」

は
、
か

の
A
類

に
見

ら
れ
た
規
制
作

用
を
指

す
の
で
あ

る
か
?

そ
れ

を
直

ち

に
肯
定
す

る
に
就

い
て
の
誰
左

は
な

い
。
吾

々
が
今

云
ぴ
得
る
こ
と
は
、
規
制
作

用
は

「
人

ロ
の
原

理
」
と
無
關
係

で
は

な

い
が
、
規
制
作
用
即
人

口
原
理

で
は
な

い
、

と
い
ふ
こ
と
以
上

に
出
る
を
得
な

い
。
何
故

で
あ
る
か
?

こ

玉
で
改
め
て
、
か

の
B
類
下

の
諸

章
句
が
想
起

せ
ら
れ

ね
ば
な
ら

ぬ
。
其
塵

に
於

て

マ
ル
サ

ス
が
、

「
生
物
天
然

の
普
遍
法

1)AnZ丞 ∫砂,Isted.p.208(dottedbyMinam

2)1sted.P.175heading.



も

も

則

の

一
つ
」
と
し
、
「
人

口
の
原
理
」

と
ー

懸
け
離
れ

て
で
は
あ

つ
た

が
ー

呼

べ
る
も

の
こ
そ
、
「
生
存
資

料
以
上
に
増
殖

せ

も

へ

ん
と
す

る
、
人
間
種
族

に
於
け
る
恒

久

の
傾
向
」

で
あ
り

(
B
類

1
を
見
よ
)
、
「
人

口
が
そ
れ

に
從

つ
て
増
殖
す
る
所

の
原

理
」

で
は
な

か

つ
た
か
?
・
(
B
類
3
を
見

よ
)
。
其
露

に
は
、
生
存
資

料

に
依

る
人

ロ
の
規
制
作

用
を
離
れ

て
、
此

の
生
存
資
料
以
上

に

ね

も

う

ぬ

出

で
ん
と
す
る
人

ロ
の
不
断

の
増
殖
傾
向

が
表

現
せ
ら
れ

て
ゐ
る
。
甚

だ
些
細
な

こ
と
の
や
ヶ

で

は

あ

る

が
、
B
類

3

に

於

て

も

ヤ

ヘ

ヘ

へ

「
此

の
原

理
は
、
地
上

の
佳
民
を
常

に
、
生
存
資
料

の
水
準

一
杯

に

(h錫
ξ

唱

8

昏
・
一。
く
&

保
た
し
め
る
」

と
云
ふ
て
居
る

の
も
、
こ
れ
を
、
今

ま

で
A
類

の
諸
章
句

に
於
て
人

ロ
が
生
存
資

料

の

「
水
準

下
に
引
き
抑

へ
ら
れ
る
」
倉

げ
⑦
冨
冨

魯
毛
旨
8

昏
9

・〈
巴

、
若
く
は

「
均
衡

化
せ
ら
れ

る
」
(8

冨
2

。ρ
帽
と

と
云

ふ
て
ゐ
た

の
と
比
較

す

る
と
、

そ
ご

に
は
軍
な
る
表
現

の
相

違

以
上

の
も

の
が
存
す
る

の
に
氣
付

く

で
あ
ら
う
。
後
者
は

、

一
度

び
そ
れ
を
越

え
て
増
殖

し

て
し
ま

つ
た
、
若
く

は
將

に
増
殖

せ
ん
と
す

る
人

口
が
、
現
存

の
生
存
資
料

の
範

園
内

に
制
墜

せ
ら
れ
抑
止
せ
ら
れ

る
姿
を
描
く
。
從

つ
て
其
盧

で
は
、
人

口
は
事

へ

ら

う

ヘ

へ

實

上
、
生
存
資

料

の
水
準

一
杯

に
保

た
れ

て
ゐ
る
か
、
若
く

は
叉
、
か

玉
る
水
準

よ
り
多
か
れ
少
な

か
れ
遠

ざ
か

つ
た
所

に
ま

で

制
璽
さ
れ

て
し
ま

つ
た
か
、
は
問

ふ
所

で
は
な

い
。

こ
れ

に
反
し

て
前
者
は
、
か
く
も
制

駆
抑

止
ぜ
ら
れ
た

る
人

口
が
そ

の
本
然

の
力
に
基

い
て
生
存
資
料

の

「
水
準

一
杯
」

の
所
ま

で
押

し
進

み
、
絶

え
す

そ
れ
を

乗
り
越

え
よ
う

と
す
る
勢
、
を
含
意

し
て
ゐ

る
。
制

歴

の
姿

と
、
増
殖

の
勢
と
は
、
同
じ

で
な

い
。
そ
し

て
此

の
増
殖

の
勢

、
不
断

の
傾
向
を
、

マ
ル
サ

ス
は
i

第

一
版
を

通

じ

て
唯
だ

一
個
所

で
、
而
か
も
多
分

の
不
明
確

さ
を
以

て
ー

「
人

口
の
原

理
」
と
呼
ん
だ

の
で
あ
る
。

以
上

の
詮

索

か

ら

、

次

の
二

つ

の
こ

と

が
略

ぼ
明

白

に
な

ら

う

と

し

て

ゐ

る
。

即

ち

マ
々
サ
ス
の
入
口
一埋
瓢醐

一
由ハ
一

■



,

一
六

二

一
、

マ
ル
サ

ス
に
於

て

「
人

口
の
原
理
」

と

い
ふ
の
は

、
人

口
の
増
殖
傾
向
を
指

し
た

の
で
は
な

い
か
と
い
ふ
こ
と
。
併

し

二
、
規

制
作
用
も

「
天
然
法
則
」
「
普
遍
法
則
」
乃
至
は

「
原

理
」

と
呼
ば
れ

て
ゐ
る
こ
と
か
ら
、
彼
れ

の
理
論

の
骨
格

を
成
す

べ
き

「
原

理
」
は

一
つ

で
は
な
く
、
少
く

と
も
二

つ
あ

つ
た

の
で
は
な

い
か
と

い
ふ
こ
と
。

そ
こ

で
私
は
、
先
づ
右

の
第

一
鮎
を
確

か
め
る
た

め
、

「
人

口
の
原

理
」
が
用

ひ
ら
れ
た
他

の
凡
ゆ

る
場
合
を
槍
索

し

て
見
る

必

要
が
あ
る
。
す
る
と

「
人

口
の
原
理
」

は
、
前
掲

B
3
、
及
び
同
じ
く
前
掲

の
ゴ
ド
ウ
ィ

ン
の
平
等

主
義
を
批
判

せ
る

一
章
句

以
外

で
は
、
i

私
が
見
落

し
を

犯
さ
な

か

つ
た
限
り
、
ー

更

に
次

の
四
個
所

で
現
は
れ

て
來
る
。

(
C
類

)

ヘ

へ

も

へ

も

ー

「
將

來
入
間

が
地

上
に
於

け

ろ
不
死
の
・万
向

へ
と
接

近
す

る
と

い
ふ
こ
と

に
就

い
て
の

ゴ
ド

ウ
ィ

y
氏

の
臆
翫
に
、
人

口
の
原

理

柔
・り
す

ろ
彼

れ
の
藝

主
義

へ
の
曇

論
霧

除
す
う
と
畠

ぜ
る

一
羅

に
・
甚
だ
ち
ぐ
に
ぐ
な
形
で
置
か
れ
て
ゐ
る
や
う
だ
・
;
沙

も

も

う

も

へ

2

「
人
口
の
原
理

か
ら
し
て
、
充

分

に
給

輿

ぜ
ら
れ
得

る
者

工
り

も

よ
り
多
く

の
者

が
常

に
欠

乏
状
態

に
隔

る
だ

ら
う
と

い
ふ
、
、
と
が
、
明

直

に

な

つ
衷
ρ

・診

、

、

、

、

、

鋤

3

「
…

・
入

口
の
原

理
か
ら
、
或

ろ
者

に
、
他
の
者

ニ
リ

も

蕊
り

多
く
、
必

ら
ず
欠

乏
状
態

に
照

る
に
違

ひ
な

い
。
:
・
・
」

、

、

、

、

、

0

4

「
..
、
天
然
上
、
並
び
に
入
倫
上
の
賭
悪
の
存
在

、・:
、
そ
れ
は
入
口
の
原
理
ま
り
生
ず

る
、
:
:
」

右

は

」

そ

の
第

一
章

句

を
除

い
て
、

'「
人

口
の
原

理
」
一を

諸

悪

の
根
源

た

る

も

の
と

し

て
用

ひ

て
居

る
場
合

で
、
若

し

こ
れ

に

●

1)

2)

3)

4)

Isted.P・21g.
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B
類
3

の
末
尾

の

一
節

!

即
ち

「
此

の
同
じ
原
理
が
、
久
し
く
佳
ま
は
れ

て
ゐ
た
國

々
に
於

て
困

厄
を

生

ぜ

し

め

ね

ば

な

ら

ぬ
、
云

々
」
-

を
加

へ
、
更

に
こ
れ

に
、

マ
ル
サ

ス
が
第

一
版

を
通

じ
て
唯

だ

一
度

「
人

ロ
の
原
理
」

に
代

ふ
る

に

「
人

口
の

法
則
」
を

以
て
し
た
次

の

一
句
、
即

ち

、

、

、

、

、

功

'
5

「
入
口
の
法
則

(夢
o
言
毛

oh
智
℃
巳
註
o巨
)
に
由

っ
て
惹
き
起
こ
さ
る
」
周
知
の
賭
困
難

:
:
」

そ

添

へ
る

な

ら
ば

、

「
人

口

の
原

理
」

を

か

玉
る

も

の
と

し

て
使

用

せ
る

凡
ゆ

る
場
合

を

網

羅

し
得

る

で
あ

ら

う

。

む

ろ

ん
吾

汝

も

も

も

は
、

こ
れ
ら
C
類

の
諸
章
句
か
ら
、

「
入

ロ
の
原

理
」
は
規
制
作

用

で
な
く
増
殖
傾
向
を

指
し
た
と

い
ふ
直
接

の
誰
左
を
掴

み
取

る
こ
と
は
出
來

な

い
。
然

し
乍
ら

「
人

口
の
原

理
」

が
、

マ
ル
サ

ス
に
あ

つ
て
は
、
天
然

上
及

び
人
倫
上

の
凡
ゆ
る
悪

の
根
源

で

あ
り
、
從

り
て
そ
れ

は
、
凡
ゆ
る
肚
會
將
來

の
改
善

途
上

に
於
け
る
、
完
全
化
途
上

に
於
け

る

「
打
ち
勝
ち
難
き
」
、
乃
至
は

「
乗

ラ

ヘ

ヘ

へ

り
越

え
難

き
大
困
軸
」

で
あ

つ
た
と

い
ふ
こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
間
接

に
、

し
か
し
動
か
し
難
く
、

「
人

口
の
原

理
」
は
翠

に
規
制

作

用

で
な
し
に
人
類

の
不
断
恒

久

の
増

殖
傾
向
を
指

し
て
ゐ
た

の
で
は
な

い
か
、
と

い
ふ
私

の
立
言
を
裏
書

き
す
る

で
あ

ら
う
。

若

し
も
そ
れ

が
、
軍

に
規
制
作
用
を
し
か
指

し
て
ゐ
な
か

つ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
何
故

に

「
人

ロ
の
原
理
」

が

「
三
十
年

も
経

つ

か

経
た
ぬ
う
ち

に

ゴ
ド
ウ
ィ

ン
の
亭
等
主
義
肚
會
を
潰
滅
し

て
し
ま

ふ
で
あ

ら
う
」
と

い
ふ
、
あ

の
ゴ
ド
ウ

ィ

ン
批

判

の
主
論
旨

が
意
味
を
な
さ
ぬ

で
あ
ら
う
。
規
制
作
用
は
軍

に
、
入
間
は
食
物
な
し

に
は
生
き
得
な

い
と

い
ふ
こ
と
、
即
ち
か

の
、

「
食
物
拭

の

.

の

人
間

の
生
存

に
必
要

で
あ

る
」

と

い
ふ
、
自
明

忙
し

て

「
何

等

の
読
明
を
も
要
し
な

い
」
第
∴

公
準
か
ら
抽
き
出

さ
れ
た

も
の
で

あ

つ
て
、
之

の
こ
と
自
盟

か
ら
し
て
は
、
何
故

に
肚
會
將
來

の
永
久
的
改
善

が
不
可
能

と
な

る
か

讐
明
か
と
な

ら
ぬ
ば
か
り

で
な

マ
ル
サ
ス
の
入
口
理
醗

=
ハ
三

1)

2)

3)

4)
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,
コ
ハ
四

く

、
潮

つ
て
は
、
凡
ゆ

る
時

代
、
凡
ゆ
る
杜
會

の
歴
史
を
通
じ

て
、
何
故

に
叉
如

何

に
し

て
人

間
が

「
幸
幅
と
不
幸

と

の
聞

の
逆

縛

及
び
進
韓

の
撹
動
」
を
繰
り
返

へ
し

て
來

た
か

に
就

い
て
の

マ
ル
サ

ス
の
重
要
な
思
想

(
後
節

に
て
詳
論

)
が
解

せ
ら
れ

ぬ
で

あ

ら
う
。
人

口
の
不
断

の
増
殖
傾
向

が
、
規
制
作
用
を
通
じ
て
、
か

玉
る

「
梶
動
」
を
繰
り
返

へ
す

の
で
あ
り
、
や
が

て
叉
そ
れ

が
、
肚
會
將
來

の
永
久
的
改
善
を
妨
げ
る

の
で
あ

る
。
故

に

マ
ル
サ

ス
は
云

ふ
の
で
あ
る
。

㌘
:
・す
べ
て
の
肚
會
に
於
て
に
、
然
・り
最
も
悪
徳
な
ろ
肚
會
に
あ
つ
て
さ
へ
、
有
徳
な
る
性
的
愛
着
へ
の
傾
向
が
極
め
て
強
烈
で
あ
る
、
從
つ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

う

へ

ぬ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ぬ

も

も

も

て
其
威

に
に
入

口
の
増
殖

へ
の

不
麟

の
努
力

(騨
8
農
ド
暮

o
蓼

け
8
ミ
碧
曾

き

甘
。
§

・・。
o
h
℃
。
℃
艮
鑑

o
昌
)
が
存
し
て
ゐ

る
。
此

の
不
漸

の
努
力

b

が
叉
不
断
に
、
壮
會
の
下
暦
階
級
な
困
厄
に
照
し
入
れ
、
そ
し
て
彼
等
の
駅
態
の
如
何
な
る
永
久
的
大
改
善
な
も
防
止
す
る
傾
向
が
あ
る
。
」

以
上

に
よ

つ
て
、

そ

の
凡
ゆ
る
場
合

の
用
語
例

に
徴
し
且

つ
は
又
そ

の
主
論
旨

に
關
聯
せ
し
め
て
、

マ
ル
サ
ス
の
謂
ゆ

る

「
人

ロ
の
原

理
」

が
、
生
存
資

料
以
上

に
乗
り
越

え
ん
と
す
る

「
人

口
の
不
断

の
増

殖
傾
向
」
、

乃

至
は

「
人
口
の
増
殖

へ
の
不
断

の

努

力
し

に
外
な
ら
ぬ
こ
と

が
、
略

ぼ
明

か
と
な

つ
た
。
今

に
至

つ
て
も
術
ほ
私
は

「
略
ぼ
」

と

い
ふ
。
最
絡
版

に
就

い
て
の
詮
索

は
、

私
を
し
て
完
全

に
、
此

の
語
を
取
り
去

ら
し
め

る
で
あ
ら
う
。

そ
し
て
そ
の
時
こ
そ
完

全

に
、
規
制
作
用
を
人

ロ
原
理
と
な

す
世
上
流
布

の
解
繹
を
、

一
掃
す
る
で
あ

ら
う
。
然

し
、

そ
れ
迄

に
猫
ほ
、
答

ふ
ぺ
き
も
う

一
つ
の
問
題
が
淺

つ
て
ゐ
た
筈

で
あ

る
。
そ
れ

は
即
ち
、

マ
ル
サ

ス
が

「
人

口
の
原

理
」

と

い
ふ
僻
句
を
完
全
な
形

で
用

ひ
た

の
は
人

ロ
の
増
殖

傾
向
を
表
現
す
る
場

ら

へ

ぬ

う

合

の
み

で
あ

つ
た
と
は

い

へ
、
彼
れ

は
翠

に
此

の
増
殖
傾
向

を

だ

け

で

は

な

く
、
か

の
規
制
作

用
を
も
共

に
、

「
天
然
法
則

」

と
し
、
「
普
遍
法
則
し

と
し

.
「
原
理
」

と
し

て
居
る
事
實

か
ら
、

マ
ル
サ

ス
に
於
け
る

「
原

理
」

は

一
つ
で
は
な
く

て
少
く
と
も

1)Iste{iLp.2g;cf.6thed.voLi.p.17(altered).



二

つ
あ

つ
た

の
で
あ
る

か
、
そ
れ

と
も

又
鴇

「
人

口
の
原
理
」
に

は
規
制
作

用
と
増
殖
傾
向
と

の
二
面
が
含
意
さ
れ

て
ゐ
た

の
で

あ

る
か
、

と

い
ふ
疑
問

で
あ
る
。

こ
れ

は
、
適
確

に
は
答

へ
難

い
。
青
年

マ
ル
サ

ス
は
、
否
、
匿
名

の

一
青
年
論
客

は
、
「
法
則
」
を

、
「
原
理
」
を

、
濫

用
し
過

ぎ

て
ゐ

る
。
人

口
の
増
殖
傾
向
も

「
原
理
」
「
法
則
」

で
あ
れ

ば
規
制
作
用
も

「
原
理
」
「
法
則

」

で
あ
り
、
更

に
は

「
食
物

の
必

り

要
」
、
「
性
愛

の
必

要
不
攣
」

と

い
ふ
あ

の
二
公
準
も

「
法
則
」

で
あ
り

「
我
が
天
性

の
確
定
法
則
」

で
あ
り
、
甚

だ

し
き

に
至

つ

ヘ

へ

わ

て
は

「
財
産

の
安
固

と
、
結

婚

の
制
度
」

も
人
間
肚
會

の

「
二
根
本
法
則
」
な

の
で
あ
る
。
か

つ
て
ケ

苫
-ー

ラ
ー
は
、

マ
ル
サ

ス

の

を

以
て
、
近
代
的
意
義

に
於
け

る

「
法
則
」
の
概

念
を
國
民
経
濟
學

に
導

入
し
た
最
初

の
人
と
論
じ
た
。
併

し
、
見
ら

る

玉
通
り

、

そ
こ
に
は
盤
り

に
多
く

の
濫
用
が
あ

る
。

が
、
そ
れ

は
兎

に
角
と
し
て
、
今
吾

々
に
問
題
と
な

つ
て
ゐ
る
規
制
作

用

に
の
み
就

い

て

云
ふ
な

ら
ば
、

マ
ル
サ

ス
が
そ
れ
を

「
原

理
」

と
稻
し

て
ゐ
る
こ
と
に
疑

ひ
は
な

い
し
、

叉
此

の
原
理
が

「
人

口
の
原
理
」

以

外

の
も

の
で
あ
る
と
す
る
明
確

な
る
反
誰

は
何
塵

に
も
存
し
な

い
。
た

野
彼
れ
が
、
第

一
版
序
文

に
於

て
、
そ
の
先
鞭

の
功
を
他

の
著
者

達

に
譲

り
な

が
ら
.

「
入
口
に
常
に
生
存
資
料
の
水
準
下
に
引
き
抑
へ
ら
れ
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
、
bと
が
、
多
く
の
著
者
に
よ
つ
て
注
意
ぜ
ら
れ
て
ゐ
六
の
に
明
白
な

亭
實
で
あ
る
。
然
し
、
本
著
者
溝
想
起
す
る
限
り
で
に
、
こ
の
水
準
が
そ
れ
に
依
つ
て
作
り
幽
さ
れ
ろ
方
法
葎
、
特
別
に
研
究
し
表
著
者
に
な

の

.

い

、

:

」

と

い
ふ
て
居

る
場
合

、
彼
れ
は
明

か

に
規
制

作
用
を
問
題

と
し

て
ゐ
る
の
で
、

「
人
口
の
原
理
」

が
規
制
作
用
以
外

の
も
の
で
あ

ヤ
ル
サ
ス
の
入
口
理
論

網
宍
丑

.1)

2)

3)

4)

1sted.P.11.
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一
六
六

る
と
す
る
推
断
よ
り
も
、
む
し
ろ
規
制
作
用
を

も
含

む
と

い
ふ
推
断

の
方

が
、
幾
分
多
く

の
確
か
ら
し
さ
を
有
す
る
が
如
く

に
も

思

へ
る
。
併

し
彼
れ

は
叉
、
本
文
第

一
章

で
は
、
か
う
も
云
ふ
て
ゐ
る
。

、

、

、

η

「
私
が
云
は
う
と
す
る
最
主
要
の
論
議
に
、
必
ら
ず
し
も
新
規

で
に
な

い
。
此
の
論
議
の
櫨
つ
て
立
つ
諸
原
理

(臣
o
箕
ぎ
α
℃
一2
》
に
、
・:
・」

「
原
理
」
は

一
つ
で
は
な

い
の
で
あ

る
。
從

つ
て
、
規

制
作
用

も
亦

「
人

口
の
原

理
」
中

に
含
ま
れ

て
居

る
と
解
す
る
よ
り
も
、

そ
れ

は
叉
別

の

「
原

理
」

で
あ
る
、
少
く
と
も

マ
ル
サ

ス
の

『
人

口
原
理
論
』

は
二

つ

(
若
く

は
そ
れ

以
上
)

の

「
原
理
」

か
ら

成

り
立

つ
て
ゐ
る
、
と
解

す
る
方

が
よ
り
適

切
で
あ
ら
う
。
か
く

て
私
は
、
第

一
版

に
潮

つ
て
の
詮
索

か
ら
、

一
慮
次

の
結

末

に

逡

す
る
。

曰
く
、

マ
ル
サ

ス
の
人

口
理
論

に
は

二

つ
の
原
理
が
あ
る
。

一
は
規
制
作
用

に
關

す
る
原
理
、

二
は
増
殖
傾
向
に
關
す
る
原
理
。

マ
ル

サ

ス
自
身
は
後
者
を

の
み

「
人

ロ
の
原
理
」

と
呼
ん
だ
。
私
は

こ
れ
を
匠
別
し
て
、
假
り

に
、
前
者
を

「
規
制
原
理
」

と
呼
び
、

後
者
を

「
増
殖
原

理
」

と
名
づ
け
る
。
而
し

て
読
者

は
今
直
ぐ

に
、
私
が
か
く
も
煩
鎮
な
作
業

か
ら
漸

く
に

し

て

拾

ひ

上

げ

た

「
増
殖
原
理
」
を

、
i

然
り
其

の
名
稽
す
ら
が
ー

後
版

の
到

る
塵

に
散
在
す
る

の
を

見
ら
る

玉
で
あ
ら
う
。
良

か
れ
悪

し
か

ヘ

へ

れ

『
人

ロ
原

理
論
』

は
、
要
す

る

に
成

長
す
る

の
で
あ
る
。

四
、
最
絡
版
に
就
い
て
の

『
原
理
』
の
詮
索
、

『
人

口
原

理
論
』

は
、

一
八
〇

三
年

に
は
、
字
敏

に
於

て
そ

の
初
版

に
約
四
倍
す
る
大
冊

「
大
増
訂

・
新
版
」
(
四
折
判

全

一
巻
)

1) 1sted.P.8.
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'
と

な
り
、
そ

の
後
、
多

か
れ
少
な
枷
れ
修
訂
増
補

が
加

へ
ら
れ

な
が
ら
、

一
八
〇
六
年

に
は
第

三
版

、

一
八
〇

七
年

に
は
第

四
版

(
各

々
八
折
判
上

下
二
巻
)
と
矢
糠
ぎ
早

や
に
版
を
重

ね
、

一
八

一
七
年

に
は
上
申
下
全
三
巻

の
第

五
版
を

、
そ
し

て

一
八
二
六

年

に
は
組
方
を
塑

へ
て
再
び
上
下
全
二
巻

に
歴
縮

せ
る
第
六
版
を
、
市
場

に
邊

つ
た
。
そ

の
時

マ
ル
サ

ス
は
、
既

に
満

六
十
歳

に

達

し
て
ゐ
た
。

彼
れ

は
そ
の
後

爾
鷹
九
年

近
く
を

生
き
長
ら

へ
た

が

『
人

口
原
理
論
』

は
、
彼
れ
自
身

の
手

に
成
る
も

の
と
し
て

は
第
六
版

に
止
ま
り

、
こ
れ

が
事
實

上

の
最
絡
版

と
な

つ
て
ゐ
る
。
彼
れ

の
疫
後

に
は
樹
ほ
幾
種

か
の
版

本
が
出
た
が
、
本
稿

に

於

て
私
が
第

六
版
と
し

て
引
用
す

る

の
は
、
す

べ
て

一
八
二
六
年

の
原
本
第

六
版

で
あ
る
。

そ

こ
で
此

の
最
絡
第

六
版

に
就

い
て
の

「
原

理
」

の
詮
索

で
あ
る
が
、
私
は
既

に
第

一
版

に
湖

つ
て

の
煩
鎖
な
詮
索

を
以

て
、

讃
者

の
多
く

に
倦
怠
を
催
ほ
さ
せ
た

に
相
違
な

い
。

そ
れ

は
併
し
、
私

の
作
業

が
不
手
際
は
な
爲
め
ば
か
り

で
は
な

か
た
。

マ
ル

サ

ス
が
、

『
人

ロ
原
理
論
』

が
、

そ
の
責
を
員

ふ
べ
き
も
の
で
あ

つ
た
。
然

し
今
度

は
幸

に
、
も

つ
と
簡

潔

に
作
業
を
果
た
し
得

る
。
圓
熟

せ
る

マ
ル
サ
、ス
の
思
想

と
表

現
と
は
、
そ
れ
を
可
能
な

ら
し
め
る
で
あ

ら
う
。
ー

さ

て
、
か

の
第

一
版

に
於

て
、
人

口
の
不
臨

の
増
殖
傾
向

を
指
す
も

の
と
し

て
現
は
れ

た
る

「
人

ロ
の
原
理
」

の
、

か
す

か
な

る
萌
芽
形
態

は

、
後
版

に
於

て
如
何

に
現
は
れ

る
で
あ
ら

う
か
?
・

マ
ル
サ
ス
は
次

の
諸
章
句
を
以

て
、
明
瞭

に
、
か
う
答

へ
る
。

へ

も

も

も

も

も

も

ダ

(
A
類

)

「
人

口

の
原

理
」

倣
増

殖

傾

向
を

指

す

。

即

ち

=

北
欲
古
代
の
住
民
な
論
じ
茨
章
の

終
り

で
、

マ
ル
サ
ス
の
入
ロ
理
論

=
ハ
七



2

一
六
入

『
然
し
乍
ら
、
私
に
決
し
て
、
北
方
の
賭
民
族
が
自
國
内
に
於
け
ろ
食
物
の
不
足
や
其
他
の
事
情
に
促
が
さ
れ
菰

い
限
り

、
未
だ
曾

つ
て

一

」同
の
蓮
征

も
企
て
な

か

つ
六
、
な

ど
と

曇
ふ
の

で
に

な

い
。

マ
レ
ー

(匿

ド
p)

の
述

べ
て
居

る
所
.て
に
、
彼
等

に
何

れ

の
地
方

に
戦
な
挑

む
べ
き

や
な
議
す

る
液
あ
、
毎
春
集
倉
な
開
く
の
溝
普
通
の
慣
例
で
あ
つ
糞
と

い
ふ
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
事
實
で
あ
つ
衷
ら
う
o

そ
し
て
か

く
も
戦
孚
な
熱
愛
し
、
最
強
者
の
権
利
な
瀞
聖
の
権
利
と
考

へ
て
ゐ
衰
入
間
共
の
間
に
あ
つ
て
に
、
戦
孚
の
機
會

に
に
事
峡
か
な
か
つ
鷲
で

あ
ら
う
。
の
み
な
ら
ザ
、
此
の
純
粋
無
垢
の
好
戦
心
と
胃
瞼

心
の
外
に
、
内
紛
や
、
戦
捷
軍
の
歴
迫
や
、
よ
剛
温
和
な

る
風
土

へ
の
憧
れ

や

も

ヘ

ヘ

ヘ

カ

其

他
の
諸
原

因
が
、
移
住

な
促

し
☆
・
、
と
も
あ
ら

う
。
併

し
私
は

、
此

の
問
題

な
鳥
鰍
す

る
時

、
歴
史

上
の
此
の
時
期

こ
そ
に
入

口
の
原
理

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

あ

ヘ

ヘ

ヘ

カ

(穿
o
鷲
ぼ
。首
げ

o
剛
℃
o
℃
巳
曽
ρぴ
ε

の
極

め
て
顯
著

な

る
例
読
な
供
す

る
も
の
と
考

へ
ざ

ろ
な
得
な

い
o
此

の
原
理

と
に
即

ち
、

私
の
見

ろ
所

で

に
、

ロ
ー

マ
帝
國

の
没
落
な

ひ
き
起

こ
さ
し
あ

れ
と
こ
ろ
の
、
か

の
矢
縫

ぎ
矢

や
な

る
胃
瞼
的
入
冠

と
移
住
と

に
甥

し

て
、
最

初
の
刺
戟

と
原
動
力

と
な

興

へ
、

こ
れ

に
不
霊

の
源
泉
を

供
し
、

そ
し

て
屡

々
そ
の
直
接

の
原

因
と
な

つ
嚢

も
の
で
あ
り
、
叉

、

ロ
ー

マ
没

落
の
後

に

は
、

デ

ン
マ
ー
〃
及

び

ノ

ル
ウ

エ
ー
の
佳
民
稀
薄

な

る
國

々
か
ら
殆

ん

ど
二
百

年

に
も
亙

つ
て
流

出
し
、

ヨ
ー

ロ
ヅ
パ
の
大
部
分

な
劫

掠
揉

も

も

ヤ

も

あ

へ

ぬ

も

も

へ

も

へ

も

ヤ

も

へ

ぬ

も

も

も

も

ヤ

へ

も

も

も

も

あ

も

幽
…し
穴

と
こ
ろ
の
も
の
、

に
外

な
ら
な

い
。
洵

に
、

ア

メ
リ
カ
合

衆
國

に
於

け

る
が
如
き

強
力
な
増
殖

傾
向
な
假

定

せ
ず

し
て
に

、
右

の

事

め

實
11
私

に
取

つ
て
に
観

明
し
難

い
も
の

で
あ

る
o

・
:
.
↑

ア
リ

ス
ト
ー
ト
〃
が

.7
ラ

ト
オ
説

の
矛

盾
な
指
摘
し

鷲
ご
と
な
説

い
む
後

で
、

も

へ

ち

う

へ

う

あ

へ

も

も

も

「
こ
れ
等

の
章
句

か
ら
し

て
、

ア
リ

ス
ト

ー
ト

〃
が
、
人
類

の
強
力
な

る
増
殖
傾
向

(暮
o
m需
8

σq
盆
巳

o口
o
M
o
h
3
0
ゲ
賃
言
碧

冨
8

3

宣
σ
・

誘
器
ε

に
、
嚴
重

且

つ
積

極
的
噸

る
法
律

に
佐

つ
て
防
邊

ぜ
ら
れ

客
る
限
り

、
財

崖
の
平
等

に
立

脚

ぜ
る
何
れ
の
制

度

に
取

つ
て
も
緬
謝

に

致
命

的

で
あ
る
こ
と
な
、
明
白

に
看
取
し

て
ゐ
六

も
の
と
思
は
れ

る
。

:

・
彼
れ

が
そ
の
後
、

ス
パ
ル

タ
に
就

い
て
爲

し

鷲

所

論

か

ら

し

、

、

、

、

、

勤

て

、

彼

れ

が

人

口

の

原

理

(夢
ω
鷲

ぎ
9
覧
o
o
h

℃
。
℃
a
9
凶8

)

な

全

く

了

解

し
て

ゐ

六

こ

と

に

、

爾

ほ

一
層

明
白

で

あ

ら
ギつ
。
・
:
一
」

1)!lnE3saγ,6thed.1826,vo1.i.PP.II7一 噂1=8;cf.2nded.PP.83-84.
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34

十
九
世
紀
初
頭
の
イ
ギ
リ

ス
入
向

の
異
常
な
る
増
加
な
観

い
て
、

「
・
:
・
そ
れ
に

、
農

業
及

び
工
業

の
爾
面

に
於

け

ろ
生

産
力

(竃

臼

o
h
胃
o
臼
o
ま

旦

の
激
増

と
結

び
付

い
て
居
る
と
こ
ろ

の
、
勢
働

に
野

す
ろ
需
要
の
激
増
、
に
刺
戟
さ
れ
て
起

つ
れ
の
で
あ
ろ
。
農
業
と
工
業
と
に
入
口
の
急
蓮
な

ろ
増
加

に
封
す
ろ
最
も
有
効
な
促
逡
た
形
戊
す

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

め

ヘ

ヘ

へ

る

二
要
棄

で
あ

る
。
眼
前

の
現
象

に
人
口
原

理

(夢
。
窟
膨
9
包
。
o
h
響
℃
β
冥

ご
ロ
)
の
顯

に
な

一
例
鐙

で
あ

つ
て
、
大
都
市

や
、

工
業
的
職
業

も

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

へ

ぬ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

や
、
次
第
に
獲
得
さ
れ
☆
富
裕
奢
修
の
慣
脅
に
も
拘
ら
ず
、
若
し
も

一
國
の
資
源
が
急
蓮
な
る
入
口
堀
加
な
許
容
す
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
若

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

し
も
こ
れ
等
の
資
源
が
勢
働

に
劉
す

る
不
噺
の
増
加
需
要
な
惹
き
起
こ
す
如
く
都
合

ぷ
く
配
分
さ
れ
る
な
ら
ば
、
入
口
に
必
ら
ず
こ
れ
と
歩

、

、

、

、

、

、

、

、

、

b

調
海
合
し

て
溝
行
す

る
、
と

い
ふ
こ
と

の

一
謹

明
で
あ

ろ
。
」

第

三
編
第
十

四
章
中
の

一
脚
註

に
於

て
、

ヘ

ヘ

へ

ぬ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

り

ぬ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ぬ

も

ヘ

ヤ

あ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ぬ

も

「
入

口
の
原

理

(夢
o
箕
ぎ
9
℃
♂

o
h
℃
o
勺
ロ
一9
餓
o
ロ
)

に
從

へ
ば

、
入
類

は
食

物

よ
り

も

よ
り

急
遽

に
増
殖

す

ろ
傾
向
を
有

し

て
ゐ
ろ
o

そ
れ

へ

も

ヘ

へ

も

も

も

へ

散

に

一
國

の
入
口
に
食
物

の
評

す
限

界
ま
で
充
満
す

ろ
の

不
噺

の
傾

向
が
あ

る
、
け
れ
ど
も

天
然

の
諸
法

則

(齢げ
¢
一9dく
ロ陰
◎
h
5
餌
一蔭
門O
)

に
依

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

も

う

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ゐ

も

も

ヘ

へ

も

へ

つ
て
、
決
し

て
此
の
限

界
た
越

ρ2
ろ
こ
と
に

出
來

な

い
。
食
物

の
此
の
限
界

と

い
ふ
の
は

、
無
論

、
停

止
的
人

ロ
な
支

へ
る
食
物

の
最

低
量

　

の

こ
と
で
あ

る
。
だ

か
ら
嚴

密

に
鼓

へ
ば
、
入

口
は
決

し
て
食

物

に
先
行
し

得
な

い
の
で
あ

ろ
。
」

以
上

に
よ

つ
て
、
今

や
、
「
人

ロ
原
理
」

の
何
物

で
あ
る
か

穿
、
愈

々
明
白

と
な

つ
た
。

マ
ル
サ

ス
の
解
す

る

「
人

口
の
原
理
」

は
、
か

の
規
制
作

用
で
は
な
く

て
、
生
存
賓

料
以
上

に
出

で
ん
と
す
る
人

口
の
不
噺

の
増
殖
傾
向
な

の
で
あ
る
。
規
制
作
用

が
、

「
人
ロ
の
原
理
」

と
は
別

の

「
法
則

」

で
あ
る

こ
と
は
、
前
掲
4
の

一
丈

に
よ

つ
て
知

ら
れ
得
よ
う
。
そ
し
て
吾

々
は

こ
れ

と
同

時

に
、

か
の
謂
ゆ
る

三
命
題

の
第
二

、
即

ち

「
人

口
は

、
或
る
甚

だ
強
力
且

つ
顯

著
な
る
妨
げ

に
依

つ
て

防
止

せ

ら

れ

ざ

る

限

マ
ル
サ
ス
の
入
口
理
論

】
六
九

工)6thed.vo1.i.PP.44ρ 一一44K(notapPearedinthe2nded.)・.

2)6thed.voLii.P.243note.



蝋
七
〇

り

、
生
存
資
料

の
増

加
す
る
所

で
は
必
す
檜
加

す
る
、」

と

い
ふ
命
題

(
本
稿

賊
四
九
頁
な
見
エ
)
が

「
人

口
の
原

理
」

以
外

の
何
物

で
も
な
く
、
不
断

に
生
存
資

料

の
水
準
を

そ
の
底

部
よ
り
激
衝

し

っ
ム
あ
る
人

口
が
此

の
水
準

の
高
昇

に
伴

ふ
て
膨
脹
し
行
く
と

い
ふ
姿
、
即
ち
實
は

「
増
殖
傾
向
」

の
、

「
人

ロ
原

理
」

の
、
軍
な

る

一
様
相

に
過
ぎ
な

い
こ
と
を

、
今

や
前
掲
3

に
依

つ
て
明

白

に
知
る

の
で
あ
る
。

め

も

然

ら

ば

次

に

マ
ル

サ

ス
は

、

此

の

「
増

殖

傾

向

」

を

、
私

が
第

一
版

に
潮

つ

て

の
詮
索

結

果

か

ら
假

構

し
た

や

う

に
、

彼

れ
自

身

、

「
増

殖

原

理
」

と

呼

ん

だ
場

合

は

な

い
か

?
・

答

へ
て

マ
ル

サ

ス
は

曰
く

、

(
B
類

)

増

殖

傾

向

を

「
増

殖

原

理
」

と

も

謂

ふ
。

即

ち

、

ー

ア
メ
リ
カ

・
イ

ン
デ
ィ
ァ

ン
の
間
に
於
け
ろ
入
口
の
妨
げ
に
就

い
て
、

「
ア
メ
リ
カ

・
イ

y
デ
ィ
7
y
の
間
に
起
こ
つ
た
異
常
な
ろ
入
口
減
退
そ
の
も
の
に
、
或

る
人
々
に
に
、
本
書
に
於
て
樹
立
ぜ
ん
と
志
向
さ

れ
て
を
る
理
論

(窪
8
「団
)
に
矛
盾
す
る
と
見
セ2
る
か
も
知
れ
な

い
。
だ
が
併
し
、
=
の
急
蓮
な
る

(入
口
)
減
退
の
原
因
も
、
す
べ
て
結
局

に
、
前
述
ぜ
る
三
つ
の
大
き

い
妨
げ

(悪
徳

・
窮
困

・
道
徳
的
抑
制
i

引
用
者
)
に
鮪
着
す
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
等
の
妨
げ
が
格
別
の
事

、

、

、

、

、

め

情

か
ら
異

常
の
力

で
作

用
し
、
時

に
に
増
殖

の
原

理

(臣
。
℃
}

9
℃
♂

。
『
ぎ
。
「。
器
。
)
な
凌

駕
す

る
揚
合

も
な

い
と
に
限

ら
な

い
の

で
あ

る
。
」

2

史

家

タ
シ
ト

ゥ
ス
な
引
用

し
て
、
ゲ

ル

マ
ン
民
族

の
生

活
状

態

な
描
寓

し
れ
後

で

、

「
か

」
る
風

俗

に
加

ふ
る

に
、
胃
瞼

と
移
住
と
の
脅
慣

が
あ

つ
て
、

こ
れ

が
お
の

つ
か
ら
、

一
家
な
扶
養
す

る
に
就

い
て

の
凡

ゆ

る
恐
怖
な

ヘ

カ

へ

も

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

へ

除

き

去

つ
た

わ

け
.て
、

・
、れ

よ
・り

も

よ
・り

強

大

な

増

殖

の
原

理

雷

。・嘗
o
夷

巽

箕
ぎ
。
…宮
・
亀

貯
。
話
器
。
)
な
有

つ
杜
會

為

考

へ
る

こ

と

に

困
難

な

程

で
あ

ろ
。

そ
し

て
此

の
原

理
が
、
取
り

も
直

さ
ず

、

ロ
ー

マ
帝
國

の
力

が
か
く

も
長
き
間

表
ぢ
く

の
形
で

そ
れ

に
封
抗

し
、
そ
し

て

1)An瓜3彦 γ,6thed.vo1.i.PP.64-65;cf.2nded.P.44.



3

遽
に
に
そ
の
も
と
に
降
服
す
る
に
至

つ
染
所
の
、
か
の
陸
緻
糞

る
軍
隊
と
植
民
と
の
、

わ

汲

あ
ど
も
霊

き
ぬ
源
泉

で
あ

つ
六
の
で

あ

る
o
・
:
」

ア
ジ
ア
に
於
げ
る
牧
畜
民
族
な
蓮
べ
嚢
個
所
で
、

ぬ

う

カ

も

「
:
:
次
ぎ
次

ぎ

に
現

に
れ
來
れ

る
征

服
者

の
大
鍮

に
、
絶

侮
ず
新

牝
な

る
入
間

股
穫
な
供

し
得
六
と

こ
ろ
の
、
か
の
増
殖
原

理

(浮
。
噌
凶ー

ロ
9
覧
。
o
h
ぎ
。
屋
器
o
)

の
力
強

さ
に
.、
・
:
・
」

4

ア
フ
曖
力
土
入

の
記

述
に
次

い
で

、

へ

「
同

じ
こ
と
に
、
曾

つ
て
榮

ひ2
六

、

そ
し

て
入

ロ
稠
密
な
噸
し

エ
ジ
プ

ト
に
就

い
て
も

云
に
れ
得

る
o

そ
の
現

在
の
沈
濡

ぜ
ろ
駿
態
に

、
増

へ

も

も

も

殖

の
原
理

⇔
言

智
冒
9
豆
。
o
h
ぎ

器
翫
$

が
弱
ま

つ
流

こ
と
に
由
來

す

る
の
ぞ
に
な

く
、
實
に
飢
暴

極
ま

る
歴
制
的
な
政

治

に
基

づ
く

財
産

の
不
安

固
の
☆

め
に
、
勤
勉

と
先
見

の
原

理

(些
o
鷲
ぎ
9
鳳
o
o
h
ぼ
身
恩
d
「
9
昌
島
♂
器
臥
σQ
夏
)
が
弱
ま

つ
お

こ
と

に
由
來
す

ろ
の
で
あ

る
o

、

、

、

、

、

.

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

増
殖

の
原

理
に
、

エ
ジ
プ

ト
に
於

て
は
現

在
、
そ
の
爲
し
得

る
だ

け
の
事
な
し

て
ゐ

る
。
そ
れ
に

、
人
口
な
ば
、
生

活
資
料

の
水
準

一
秣

に

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

助

保

つ
て
ゐ

る
。

よ
し

ん
ば
此

の
原

理
が
現
賓
の
十
倍

に
増

し
敦

と

こ
ろ
で
、
そ
れ

以
上
の

こ
と
に
爲

し
得
な

い
。
」

へ

も

も

ぬ

讃
者

は
、
も
う

充
分

だ
と
云
は
る

瓦
で
あ
ら
う
か
?
・
私
も
、
「
よ
し
ん
ば
此
れ
以

上
増

し
加

へ
て
見
た

と
こ
ろ
で
、
右

の
諸
章

ヤ

う

へ

も

ロ

句

が
示

す

以

上

の
こ

と

は
爲

し
得

な

い
、
」

と

思

ふ
。

そ
れ

で
も

な

ほ

、

も

う

一
つ
二

つ
を

増

し
加

へ
て
、
存

分

に

マ
ル
サ

ス
を

し

て
語

ら

し

め
よ

う

で
は

な

い
か
。

5

プ
ラ
ト
ナ
の
入
旦
観
な
蓮
べ
穴
後
で
、・
そ
の
結
論
と
し
て
、

、

ぬ

へ

も

も

も

う

ぬ

ぬ

も

ゐ

も

カ

も

ヘ

ヤ

も

ぬ

も

へ

う

も

も
ロ
ぬ

「
こ
れ
ら

の
章
句

か
ら
剃
ず
れ

ば
、
・プ

ラ
ト
ナ
が

、
人
口

は
生
霧

資
料

以
上
に
増
殖

ぜ
ん

と
す

る
傾

向
あ

る
こ
と
為

、
看
破
し
て

ゐ
☆
の
に

マ
〃
サ

ス
の
入

ロ
理
論

購
七

一

1)

2)

3)
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幽
七
二

明
瞭
で
あ
ろ
。
そ
れ
な
防
止
す
る
☆
め
に
提
案
し
む
彼
れ
の
方
法
は
、
ま
こ
と
に
呪
ふ
べ
き
も
の
で
に
あ

つ
六
、
併
し
方
法

そ
れ
白
身
、
及

び
そ
れ
が
適
用
さ
れ
て
ゐ
ろ
範
園
に
、
彼
れ
、が
如
何

に
此
の
難
問
な
重
観
ぜ
う
か
な
示
す

に
足
り

る
o
彼
れ
が
、

一
方
に
於
て
に
、
戦
孚

に

依

つ
て
失
は
る
」
多
大
の
生
命
な
考
慮

に
入
れ
て
ゐ
な
が
ら
、
ー

狭
小
な

る
共
和
國
に
於
て
は
斯
く
あ
る
べ
き
に
勿
論
で
あ
る
が
、
!

他
方

に
於
て
、
あ
ら
69

ろ
劣
等
不
完
全
な
ろ
市
民
の
生
む
子
供
為
殺
し
、
所
定
年
齢
及
び
所
定
形
式
以
外
で
生
れ
六
子
供
た
皆
な
殺
し
、
緕

婚
年
齢
な
晩
く
定
め
、
そ
し
て
結
局
こ
れ
ら
の
結
婚
の
籔
な
調
節
す

る
が
如
き
方
策
な
提
唱
し
た
所
以
の
も
の
に
、
彼

れ
の
縄
瞼

と
彼
れ
の

ヘ

ヘ

ヘ

へ

あ

へ

も

ぬ

へ

樵
理
と
が
、
彼
れ
を

し
て
増
殖
原

理
の
強
大
な
力

(夢
o
鴨
$
件
℃
。
毒
臼

o
h
夢
。
唱
ぼ
。
苞

o
o
h
言
臼
。
器
o
)
と
、
そ
れ

な
防
遇
す

ろ
の
必
要
と

わ

な

、
痛
感

ぜ
し
め
☆

か
ら
に
外
な

ら
な

い
o
」

6

第

二
編
第

十

一
章
、
結
婚

の
産
免
率

に
就

い
て
、

ヘ

カ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

も

も

「
・
:

然
し
な
が

ら
、
若

し
も
増
殖

の
原
理
な

る
も

の

(讐
鴇
智
ぎ
9
覧
o
o
=
9
器
霧
o
》
が
存
す

ろ
な

ら
ば
、
換
言
す

れ
ば
現
世
代

の

一
結

婚

が
次
の
世
代
に
於

け
る

一
以
上
の
結
婚
-

再
婚

・
三
婚
な
含
め
て
ー

な
産
む
な
ら
ば
、
死
亡
に
よ
う
世
代
の
推
移
に
比
べ
て
は
、
こ
れ

ら
の
世
代
が
繰
り

返

へ
さ
れ

る
こ
と
遽

か
な

れ
ば
な

る
程
、
人
口
の
増
加

に
盆

々
遽

か
と
な

る
で
あ
ら

う
。
」

紛

か

曳
る
用
語
例

は
、
な

ほ
も
後

の
部
分

に
於

て
現
は
れ

て
來

る
。

マ
ル
サ
ス
は
後
版

に
於

て
は

「
人

ロ
の
原

理
」

と
い
ふ
代
り

に
、

よ
り
屡

々
、
よ
り
明
確

な
る

「
増
殖

の
原

理
」

と

い
ふ
語
を
用

ひ
、

そ
し
て
此

の
原
理
を
從
横

に
駆
使

し
乍

ら
、
資
料
と
踏

査
-

彼
れ

は
第

一
版

の
刊
行
後

二
同
迄
も
大
陸
諸

國
を
、
そ
し
て
後
年

に
は
ウ

ェ
ー

ル
ズ
及
び
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
を
、
踏
査
し
た

f

の
届

き
得
る
限
り

の
範

園

に
於

て
、
凡
ゆ
る
時
代

、
凡
ゆ

る
民
族

の
人

ロ
蓮
動
を
探
索

し
、
以

て
此
の

「
増
殖
原
理
」
が

、

嚇

「
人

ロ
原

理
」
が
、
「
過
去
及
び
現
在
を
通
じ

て
人
類

の
幸

幅

に
及
ぼ
せ
る
諸

結
果
を
観
察
』
し
よ
う
と
し
た

の
で
あ

る
。

1)

2)

3)

4)
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⇔

然

ら
ば
次

に
、
前
節

の
絡

り
で
私

の
假
禰

し
た

「
規
制
原
理
」
は
ど
う
な

つ
た
か
?
・

マ
ル
サ

ス
の
人

口
理
論

は
、
翠

に

一
つ

の
原

理
か

ら
で
は
な
く
、
複
敏

の

「
諸
原

理
」
か
ら
成
り
立

つ
て
ゐ
る

の
で
は
な

い
か
と

い
ふ
私

の
措
定
は
、
最
絡
版

に
就

い
て

の
詮
索
か
ら
何
う
確

言
す
る

こ
と
が
出
來
る
か
?
・

前

掲
A
類

4

の

一
章
句

(
本
稿

一
六
九
頁
な
見
よ
)
か
ら
し
て
も
、
「
人

口
原

理
ーー
増
殖
原
理
」

が

「
規
制
原
理
」

と
別

の
も

の
と

考

へ
得
る

こ
と
は
、
既

に
こ
れ
を
読

い
た

。
併

し
此

の
脚
註

の

一
章

句
以
外

に
、
私

の
推
断

に
役
立

つ
直
接

の
手
懸
り
は
見
當
ら

め

な

い
。

そ
こ
で
、
此

の

一
脚
註
1

そ
れ

は
第
二
版
に
な
く
、
第

五
版

で

は

現

れ

て

ゐ

る
ー

に
於

て

「
人

口
原

理
」

の
外

に

「
天
然

の
諸
法
則
」
(昏
。
ド
毛
い
。
h
塁

言
器
)
と
謂

へ
る
も

の
は
、
輩

に
輕
く

「
天
然

の
理
窟
」

と
で
も
解
す
る
方
が
む
し

ろ
適
當

か
と
も

一
賑

は
思
は
れ
も
す
る
が
、
併

し

マ
ル
サ

ス
は
満

六
十
歳

の
晩
年

に
於

て
さ

へ
、
な
ほ
依
然

と
し
て
、
此

の
規
制
作
用
を

ラ

ラ

ゆ
ヨ

ヨ

「
緊
急
普
遍

の
天
然
法
則
」
「
大
制
限
法
則

」
、
乃

至
は

「
必
要

の
大

法
則
」

と
呼
ん

で
ゐ
る

の
で
あ
る
か
ら
、
ー

さ
す

が
に
彼

の

ぬ

へ

れ

は
、
第

二
版

に
於

て
も
な

ほ
用

ひ
て
ゐ
た

「
天
然

の
粉
棒
法
則
」

の

「
粉
確
」

だ
け
は
、
後

版

に
於

て
削
抄

取

つ
て
し
ま

つ
た

の
が
ー

こ
れ

を
輕
く
取
扱

ふ
こ
と
は
許

さ
れ
ま

い
。
規
制
作
用
は
別

の

一
つ
の

「
原

理
」

で
あ

つ
て

い
ム
。

マ
ル
サ
ス
の
人

ロ
理

論

に
は
複
数

の

「
諸
原

理
」

が
あ
る

の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
第

一
版

に
就

い
て
も
指
摘
し
た

が
、
最
終
版

に
就

い
て
は

一
暦

の

確
實

さ
を

以

て
然

か
謂

ふ
こ
と
が
出
來
る

。
即

ち
例

へ
ば
、

「
ス
ウ

ィ
汎
の
駿
態
は
多

く
の
踏

で

諏
、ー

ロ
ッ
パ
の
他

の
諸
國
と
異
電

つ
て
居
り

、
そ
し

て
託

の
國

に
就

い
て
蒐
集

さ
れ
五

事
貿
の
或

る
も

の
に

へ

ぬ

ヘ

ヘ

ヘ

カ

ヘ

へ

非
常

に
興
味

に
富

ん
で
ゐ
て
、
本
書
の

一
般
諸
原

理

(夢
o
σq
窪
琶

℃
Nぽ
o
菅

霧

o
h
一ず
尻

ぎ

涛
)
な
非
常

に
有
力

に
例
置

す

る
傾

き

が

あ

る

の

マ
〃
サ
ス
の
人
口
理
論

一
七
三

:)

2)

3)

4)

5)
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一
七
四

り

で

、
、
、
れ
を
別

に
離

し
て
考
癖
す

る
に
値

ひ
す

る
と
思

ふ
o
」

め

勢

と
述

べ
て
居
り

、
こ
れ

と
全
く
同
じ
用
法
は
な
ほ
後

の
数
個
所

に
於

て
現
は
れ

て
ゐ
る
。
そ
し
て
彼
れ

は
又
、
或
る
場
所

に
於

て

は

「
人

ロ
に
關
す
る
自
然

の
諸
法
則
」
律

。
冒
類
q。
o
{
塁
窪
器

器
紹
。
。曲ぎ
『q
℃
o
℃
巳
9
ユ
8
)
と
も
謂

ふ
て
ゐ
る

の
で
あ

る
。

か
く

て
私
は
、
第

一
版

に
始
ま

つ
て
第

六
版

に
絡

り
を
告
げ

た

「
法
則
」
「
諸
法
則
」
、
「
原
理
」
「
諸

原
理
」

の
詮
索

か
ら
、
吹

の
確

言

と
推
断

と

を
ー

マ
ル
サ

ス
的

表

現

を

も

つ
て
す
れ

ば

..試

↓望
".
に
、

な

す

こ

と

が
出

來

よ
う

。

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

へ

も

へ

も

も

ヘ

へ

第

一
、

マ
ル
サ

ス
の
謂
ゆ
る

「
人

口
の
原

理
」

と
は
、
絶

え
す
生
存
資

料
以
上

に
乗
り
出

で
ん
と
す
る
人

口
の
不
断

の
増
殖
傾

ヤ向

を
意
味

し
て
ゐ
た
。

へ

第
二
、

マ
ル
サ

ス
は
此

の
増
殖

傾
向
を

、
茜

だ
屡

々

「
増
殖

の
原

理
」

と
呼
ん

だ
。
從

つ
て

「
人

口
の
原
理
」

は
即

「
増
殖

の

原
理
」

で
あ

つ
た
。

第

三
、

マ
ル
サ
ス
に
於
け
る

「
原

理
」
は

一
つ
で
は
な
か

つ
た
。
(
以
上
第

一
・
第

二
と
共

に
確
言
)
1

私
は
こ

玉
か
ら

マ
ル

サ

ス
に
於

て
根
幹
的
な
二

つ
の
原

理
を
掴

み
取
る
。

一
に
曰
く

「
増
殖
原
理
」
、
二

に
曰
く

「
規

制
原
理
」
。

さ

て
然

ら
ば

マ
ル
サ

ス
は
、
此

の
二

つ
の
原

理
を

土
豪

と
し

て
如
何

に
彼
れ

の
人

口
理
論
を
打
建

て
よ
う
と
し
た
か
?
・

五
、
『
規
制
原
理
』
と

『壇
殖
原
理
守

人
口
搦
動
の
理
論

「
規
制
原

理
」

と

「
増
殖
原

理
」

と
は
、

マ
ル
サ

ス
に
於

て
は
、

一
慮
別

の
原
理

で
あ

つ
た
、
併

し
同
時
に
そ
れ
は

不
可
分

の
原

1)

2)

3)

6thed.vo1.i.P.337;2nded.P.267.
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理

で
も
あ

つ
た
。
…
…

即

ち
先

づ
、
人
間
は
食
物

な
し

に
は
生

き
得

な

隔
、
從

つ
て

「
人

ロ
の
増
殖
は
必
然

に
生
存
資

料

に
依

つ
て
制
限

せ

ラ

ラ

ヨ

　

ら
れ

る
」
(
H
規
制
原
理
)
。
併

し
人
間

の
性
的
愛
着

は
極
め

て
強
烈

で
あ

り
、

こ
れ

に
裏
付
け
ら

れ

て
人

間

は

絶

え

の

ナ
、
與

へ
ら
れ
た
る
生
存
資

料

の
水
準
を

一
杯

に
満

た
し
乍
ら
、
そ

の
裏

か
ら
こ
れ

に
衝
撃
す
る
、
即
ち
人

口
は
、
所

の

與

の

「
生

存
資
料

よ
り
も
、
よ
り
速

か

に
増
殖

せ
ん
と
す
る
不
断

の
傾
向
」
を
具
有
し

て
ゐ
る

(
H
増
殖
原

理
)
。

む

も

ぬ

へ

う
ん
、
こ

の
増
殖
傾
向

が
そ
れ
自
か
ら
を
實

現
化
し

て
、
人

ロ
が
生
存
資

料

の
水
準

以
上

に
乗
り
出

で
て
し
ま

ふ
と

い

の

ふ
こ
と
は

「
嚴
密

に
は
」
あ
り
得

な

い
し
、
叉
、
た
と
ひ
乗
り
出

で
て
し
ま

つ
た
と
し
て
も

、
そ
れ
は

や
が
て
元

の
水

準

下

に
抑
止

せ
ら
れ
て
し
ま

ふ

の
外
は
な

い

(
"
再
び
規
制

原
理
)。

併

し
人
間

は
、
絶

え
す

此

の
規
制
原
理

に
支
配

さ
れ
な
が
ら
も
、
否
、
こ

の
原

理
あ
る
が
た
め

に
こ
そ
、
生
存
資
料

の
水
準
を
高

め
揚
げ

ん
と
努
力
す

る
、
洵

に

「
必

ハ

要
は
焚
明

の
母
」

と
な
る
、
從

つ
て

「
人

口
は
、
或
る
甚
だ
彊
力

且

つ
顯
著
な
る
妨
げ

に
依

つ
て
防

止
せ
ら
れ

ざ
る
限

の

参

、
生
存
資

料
が
増
加
す
る
虜

で
は
、
常

に
増

加
す
る
」

に
至
り

(
"
再
び
増
殖
原

理
)
、

そ
し

て
そ
こ
で
、
摘

大

せ

ら
れ
た
る
新
た
な
る
高

さ

に
於

て
水
準
が
保
た
れ
る

の
で
あ
る

(
"
三
度
び
規

制
原
理
)
。

と
は

い

へ
人
間
は
、
所
與

の
生
存
資

料

の
水
準
を
高

め
且

つ
籏
大
す

る
努
力

に
於

て
何
時

で
も
成
功
す
る
と
は
決
ま

つ
て
ゐ
な

い
、
そ
れ

は

「
土

の

地

の
性
質
」

が
人
聞

の
努
力

に

一
定

の
限

界
を

置
く
こ
と
に
も
由

る
が
、
さ
う

で
な
く
て
さ

へ
生
存
資
料

の
水
準
が
自

然

的

に
落
下
し
縮

少
し

て
、

そ
れ

に
抗
せ
ん
と
す
る
人
間

の
努
力
を

」
人
間

の
生
命
自
髄
を
、
瞬
間

に
劫
奪

し
去

る
場

マ
ル
サ

ス
の
人
口
理
輪

一
七

五

1)
2)

3)
4)

5)
6)

7)
8)

9)

1sted.pp,1x,37・
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一
七
六

合
が
屡

々
起
つ
て
來
る
。
凶
作
に
基
づ
く
飢
饒
が
そ
れ
だ
。
だ
が
、
こ
の
飢
饒
す
ら
が
、
か
の
「
増
殖
原
理
」
が
「
人
民
の
下
暦
階

級
に
殆
ん
ど
食
ふ
や
食
は
ナ
の
生
活
を
絵
儀
な
く
せ
し
め
る
結
果
、
不
作
に
基
づ
く
僅
か
な
る
食
物
不
足
で
も
こ
れ
を
鱒
じ
て
惨

ラ

ラ

コ

ヨ

澹

た
る
飢

饒

に
化
せ
し
め
」
た
も

の
に
外
な
ら
な

い
。
か
く

て

「
盗
剰
人

ロ
を
掃
蕩
」

す
る
こ
と
に
依
少
、
こ

曳
に
薪

た
な
る
、

併

し
今
度

は
落

下
せ
る
、
水
準
が
作

り
出
さ
れ

る
に
至
る

(
H
別

の
方
向

に
於

け
る
規
制
原

理
)
。
…
…
二

つ
の
原
理

の
相

互
作
用

…

…
人

ロ
の
上
昇
的

及
び
下
降

的
蓮
動

の
反
復

。
…
…
か
く

て
吾

々
は
途

に
、

マ
ル
サ

ス
の
人

口
理
論

に
と
到
達
す
る
。

彼
れ
は
先
づ
、
後
版
本
第

一
編
第

二
章

に
於

て
、

「
人

口
増
殖

に
封
す
る
種

々
な
る
妨
げ
、
並
び

に
そ
れ
ら

の
襲
現
様
式

」
を

記
述
し
、

一
方

で
は

「
積
極
的
、
及

び
豫
防
的
妨
げ
」
、

他
方

で
は
見
方
を

か

へ
て

「
道
徳
的
抑
制
、
悪
徳

、
及
び
窮

困
」

に
分

類

し
て
居
る

こ
と
、
周
知

の
通
り

で
あ

る
が
、

こ
の

一
章

の
中

に
は
、
實

は
極

め

て
重
要
な
る

一
節

が
含
ま

れ

て

ゐ

る

の

で

あ

る
。

そ
れ
は
併
し
、
從
來
数
知
れ

ぬ

マ
ル
サ

ス
解
読

者

蓮
が
彼
れ

の
理
論

の
骨
子
と
し

て
繰
り
返

へ
す
を
慣

ひ
と
し
た
如
き
、

か

の
謂
ゆ
る
三
命
題

(
本
稿

】
四
九
ー

一
五
〇
頁
な
見
よ
)

の
叙
述
を
指
す

の
で
は
な

い
。
然

ら
ば
そ

の
重
要
な
る

一
節

と
は
?
・

-

最
終
版
第

一
編
第
二
章
蕊
噴
1

「何
れ
の
國

に
於
て
も
、
こ
れ
等
の
妨
げ
の
或
る
も
の
に
、
多
か
れ
少
な
か
れ
有
力
に
、
不
断

に
獲
動
し
て
ゐ
る
o
だ
が
併
し
、
こ
れ
等
の

妨
げ
が

一
般
に
誓
及
し
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
ず
術
ほ
且
つ
、
生
存
資
料
以
上
に
増
殖

ぜ
ん
と
す
ろ
人
口
の
不
臨
の
努
力

(

:

増
殖
原
理

:
・)

が
存
し
な

い
や
う
な
國
に
滅
多
に
な

い
。
此
の

不
噺
の
努
力
が
叉
不
噺
に
、
肚
會
の
下
層
階
級
者
な
困
窮
に
照
し
入
れ
、
そ
し
て
彼
等
の
駿

態
の
如
何
な
る
永
久
的
大
改
善
な
も
阻
害
し
よ
う
と
す
ろ
の
で
あ
る
。

「
こ
れ
尊
の
賭
作
用
は
、
祉
會
の
現
段
階
に
於
て
に

(
:
:

マ
ル
サ

ス
に
す
で
に
資
本
主
義
計
　會
な
見
て
ゐ
る
!

・:

)
、
次
の
様
式
.て
現

1)6thed.vo1.i,PP.523--524;cf.2nded・P・343・

2)6thed.voLi・P.525;cf・2nd・ed・P。344・



撃

に
れ

る
も
の
と
思
に
れ

る
。
吾

々
に

先

づ
、
或

る

}
國

の
生
存
賢
料

が

、
そ
の
國

の
佳
民
為
安

易
に
扶
養

し
得

べ
告
分
量
と

正

に
等
し

か

つ

☆

と
假
定
し

よ
う

(
・
:
・第
山

次

の
均
衡
状
態

:
・)
o

然

る

に
、
最

も
悪
徳
な

る
肚
倉

に
於

て
さ

へ
な
ほ
壷

動
す

べ
き

、
か
の
入

口

(
増

殖
)

へ
の
不
噺

の
努

力
は

、
生
存

資
料

が
増
加

ぜ
ら

る

、
前

に
、

こ
の
國

の
人
民
級
な
増
加

ぜ
し
め

ろ

(
・
:

噌
殖
原

理
に
二

る
均
衡

の
破

壊

・:
・)
。

か
う
な
れ
ば

、
前

に
例

へ
ば

】
千
百
萬

人
な
支

へ
て
ゐ
穴
食

物

に
、
今

や
例

へ
ば

一
千

百
五
十
萬

入
の
間

に
分
配
さ
れ
な

け
れ

ば
電

も
な
く
な

る
。

そ
の
結

果
、
貧
民

の
生
活
に
盆

々
悪

化
し
、
彼

等

の
多
く

は
猛
烈
嬢

ろ
困

厄
裡

に
投
げ
込
ま
れ

る
に
蓮

ひ
な

い
。
勢
働

者

の
鍛
も
亦
、
す

で

に
市
揚

に
於

け

ろ
仕
事

と
の
比
例

な
超

ひ2
て
ゐ
る
の
で
、
勢
働

の
償
格
に
必
ず

や
低
落
す

う
に
至

ろ
ぺ
く
、
而

か
も
糧

食

の
便
格
は

こ
れ

と
同
時

に
謄
…貴
す

る
に
至

る
で
あ
ら

う
o

、
、
」
に
於

て
か
勢
働

者
に

、
前

に
得

て

ゐ
た
の

と
同
額

の

も
の
な

稼
ぐ
た

め

に

に

、
二
・り
多
く

の
仕
事
為
爲

さ
れ

ば
な

ら
な

い
o

、
㌧
の
困

厄
期

の
間

、
結
婚

へ
の
央
意

と

一
家
扶
養

の
困
難

と
が
極
め

て
大
で
あ
り

、
從

つ

て
入
口

(
増
加

)
の
進
歩

溝
阻
害

ぜ
ら
れ

る

(
:
:
入
口

の
下
降

蓮
動

:
:
)
o

さ

る
程

に
、
勢
働

の
安
債

と
勢
働

者
の
豊

冨
と
、

更

に
は

彼

馨

の
間

に
於

け

ろ
勤
勉
噌
加

の
必
要

と
に
、
農

民
な
刺
戟

し
て
彼
等

の
土

塊

に
、

よ
り
多
く

の
勢
働

な
投

ぜ
し
め
、
新
お
な

る
土

農
な
開

墾

ぜ
し

め
、

そ
し
て
叉
既
耕
塊
を

、

よ
り

】
層
完
全

に
施
肥
し

且

つ
改
夏

ぜ
し
め
、
か
く

て

つ
ひ

に
生
存
資
料

に
、
入
口

に
野
し

て
、
吾

々

が
最
初
出
襲

し
六
時
期

に
於

け

る
と
同

一
の
比
例
、
な
有
す

う
に
至
ら
う

(

:

均
衡
の
同
復

・:
・
)
o

か

う
な

る
と
、
叉

も
ρ
、
勢
働

者

の
状
態

が
可
な

り

に
快
遽

な
も
の

と
な

る
の
で

、
入
口

(
噌
殖

)

へ
の
抑
制

は
或

る
程
度

、
緩

め
ら
れ

て
來

る

(
・
:

再

び
人

口
の
上
昇
蓮

も

ぬ

む

へ

も

う

ヘ

ヘ

ヘ

へ

あ

も

ヘ

へ

動

・
:

・第

二
次

均

衡

破

壇

・
:

・)
、

さ

う

し

て

、

短

期

間

の
後

に
に

、

幸

輻

に
關

す

る
、

此

の

同

じ

送

暢

及

び

進

軽

蓮

動

(9
0
噌o
茸
o
αq
話
自
o

め

碧
山
℃
遷

。
隆

器

暮
$
。5
賃
冨
℃
乱

p》

器
聲
§

ε

冨

署

ぎ
・
邑

が
、
反
復

ぜ
ら
れ

る
の
で
あ

る
。
」

マ
ル
サ

ス
は
こ

の
理
論

の
大
綱
を
、

夙

に
第

一
版
當
時
か
ら
把
握
し

て
ゐ
た
。
併

し
、
む

ろ
ん
、
張
調

し

は
、し

な

か

つ

た
、

ー

「
人

ロ
原
理
」

の
何

で
あ
る
か
さ

へ
論

明
し
な

か

つ
た
彼
れ

で
あ
る
。
後

版

に
於

て
も
こ
の
態
度

は
、

一
見
し
た
と

こ
ろ
、

盤
り
攣
ら
な

い
。
し
か
し
彼
れ
は
、
こ
れ
を
明
白

に
彊
調
ぜ
る
と
否
と
に
拘
ら
ナ

、
詳

密
丹
念
な
る
人
類
史
的
、
肚
會
史
的
探
索

と

マ
ル
サ
ス
の
入
口
哩
論

一
七
七

1)6thed.vol.i。PP.=7F一 皿93cf。1sted.PP.孕9輌 幌3K,(dottedandrematked

i臓bradketsbyMinami)魯
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一
七

八

い
ふ
事
實

を
も

つ
て
之
れ

に
答

へ
る
ゆ
即
ち
後

版

に
於
け
る
第

一
・
一
一編

の
殆
ん
ど
全
部

に
跨

る
、
か

の
長
き
歴
史
的
記
述

編
こ

そ
は
、
右

に
素
描

せ
ら
れ

た
る
が
如
き
彼
れ

の
理
論

の

「
験
詮
」

に
外
な

ら
な
か

つ
た

の
で
あ
る
。
私

は
そ

の
申

か
ら
、

一
つ
二

つ
を

拾
ひ
來

つ
て
掲
げ
よ
う
。
讃
者

は
此

の
場
合
、
右

に
課
出

せ
る

一
文
申

の

「
幸
幅

に
關
す
る
逆
輻

及
び
進
縛

蓮
動
」
と

い
ふ

語
が
、
次

に
於

て
は

「
繁
榮

と
人

口
と

に
於
け
る
播
動
」

と
も
な
り
、
或

は
又

「
訣
乏

と
豊
富

と

の
間

の
搦
動
」

と
も
呼
ば
れ

て

ゐ
る

こ
と
に
、
注
意

せ
ら
る

べ
き
で
あ

ら
う
。

2

南
洋

オ

タ
b
ー
ト
島

(9

昌
。
ぽ
)
に
就

い
て
の

「
入

口
機
動

」
哩
論

の

一
瞼
詮
ー

へ

も

へ

も

へ

も

ヘ

へ

「
船
長

〃
ヅ
〃

(Q
娼

陣臥
5
0
8
ε

に

こ
の
島

な
訪
れ

る
産
毎
に
、
そ
の
状
態
の
墜
化
な

認

め
六
が
、

=
れ
に
そ
の
繁

榮

と
入
口
と

、
に
於

け

ぬ

へ

ぬ

も

も

も

へ

る
著

大
電

る
撮
動

(§

・詩
。ら
0
9
罠
鑑

o
奮

ぽ

騨

思
δ
ぞ
。
ユ
苗

薗
&

刷δ
で
巳
鑑
§

)
が

あ

つ
れ

こ
と
な
立

鐙
す

る
も
の
と
思

ふ
。

そ
し

て
こ
の
事

に

正

に
、
吾

々
に

理
論

上
、
堰

断

ぜ
ざ

る
な
得
な

い
所

で
あ

る
。

吾

々
に

、
こ
れ

ら
の
島

々
の
ど
の
入
口
も

、
過
去
久
し
き

に
亙

つ
て

一
定

歎

に
停

滞
し

て
ゐ
五
と
か
、
或
は

叉
、

そ
れ

が
、
六

と

ひ
緩
徐

に
も

ぜ
工

一
定

の
率

で
規
則

正
し
く
増

加
し

つ
＼
あ

つ
衷

と
か
、
考

へ
る
、
㌧

も

も

と
に
出
來
な

い
。
大
き
い
波
動

(自
口o
ε
巴

o蕊
)
が

必
ず

や
起

つ
て
ゐ
六
に
相
違
な

い
。
入
口
過
多
の
時

(
:
:
均
衡
の
破
壌
時

:
:
)
に

に
、
い
つ
で
も
蟹
人
共
の
生
來
の
好
戦

心
な
助
長
す
る
て
あ
ら
う
。
そ
し
て
こ
の
種
の
侵
略

に
由

つ
て
醸
成
せ
ら
る
、
怨
恨
は
、
絶
え
ず
惨

秘
な
櫨
大
し
て
、
侵
略
な
ひ
き
起
し
六
最
初
の
事
情
が
消
え
失
ぜ
☆
後
も
な
ほ
長
く
績

い
六
に
違
ひ
な

い
o

以
前

か
ら
極
度
の
節
約
な
し
て

生
活
し
、
そ
の
食
物
の
限
界
に
ひ
ど
く
押
し
追
つ
て
ゐ
☆
集
密
な
入
口
に
、

一
度
か
二
度
の
凶
作
が
起

つ
て
困
難
が
襲
ひ
か
」
ろ
と
、
か
』

D

る
融
會
状
態

の
も
と
で
は
、
殺
見

と
齪

交
の
、

よ
り
甚
だ

し
告

一
般
的

流
行
な

ひ
告
起

す
で
あ

ら
う
。

そ
し
て
、
こ
れ

ら
の
入

口
減

退
の
原

因
は
、
右

と
同
檬

に
、
・
、れ
ら
の
原

因
な
醸

成
し
穴
事
情

が
経
り
為
告
げ
て

か
ら
も
、
な

ほ
暫
く

の
間

は
、
増
大

ぜ
ろ
力
な

も

つ
て
作
用
し

績

け
る
で
あ
ら
う

(
:
:
入

口
の
逆
縛

蓮
動

:
・
)
o

し
か
し
事
情

の
墜
化

に
工

つ
て
徐

々
乍

ら
生
じ

て
來

る
或

る
程
度
の
風
脅
の
愛

化
に
、

翼)NotebyMalthusomitte《lt.
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3

や
が
て
入

口
な
醤

に
同
復
す

る
で
あ

ら
う

(
:
・
・
均
衡

の
同

復

:
:
)
、

そ
し
て
こ
の
入

口
に

、
最

も
極
端
な

ろ
暴
力
が
加

へ
ら
れ
鉱

い
限

b

り

、
長
き

に
亘

つ
て
そ
の
自
然
的

水
準

以
下

に
抑
止

ぜ
ら
れ

て

ゐ
る
や
う
な

こ
と
に
な

い

(
・
:
・
新

六
な

る
均
衡
破
壇

の
準
備

・
:
・
)
。
」

か
く

の
如
く

に

し

て

マ
ル
サ

ス
は

、

の
均
衡
破
壌
…
…
と

い
ふ
理
論

の
鏡

に
照
ら
し
な
が
ら
、
「
普

通

の
観
察

に
は
恐
ら
く
明

瞭

で
な

い
」
と

こ
ろ

の
、
ー

然
り

「
吾

々
が
有
す
る
人
類

の
歴
史

が
、
脚総
じ
て
、
上
厨
階
級

の
歴
史
た

る
に
過
ぎ
な
か

つ
た
」
爲

め

に
こ
そ
、

「
最

も
注
意
深
き
観
察
者

の

に
取
つ
て
さ

へ
其
の
時
期
を
測
定
す
る
こ
と
困
難
な
る
べ
き
、」
ー

「
人
類
杜
會
に
於
け
る
最
も
暖
昧
な
、
併
し
重
要
な
若
干
黙

マ
ツ
サ

ス
の
入
口
理
論

一
七
九

第

】
編
第
十
四
章
の
結
論
的

}
章
句
i

「
入
類
祉
會

の

こ
の
研
究
中

に
於

て
、
今

ま
で
考

嬢

ぜ
ろ
凡
ゆ

る
妨

げ
に
、
明

か
に
道
徳
的

抑
制

、
怒

徳
、
及

び
窮
困

に
蹄
着
す

ろ
。

「
豫
防
的

妨
げ
の
部
類
中
、

私
が
道
徳
的
抑
制

と
名
付
け
た

も
の
に
、
入

口
の

自
然

力
な
抑
歴
す

う
に
幾

分
の
峯
加
な
な

し
れ

こ
と
は
確

か

で

あ

る
け
れ

ど
も
、
こ
れ

准
巌
密

な
意

味

に
と
れ
ば
、
他
の
妨

げ

に
比

べ
て
作

用
に
微
搦

で
あ

つ
五
こ
と
な

認
め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
豫

防
的

妨
げ

の
他

の
部
類

の
中
、
悪
徳

の
項
下

に
來
糞

う
も
の
に
、

ロ
ー

マ
史
の
末
期

や
、
或

ろ
二
三
の
國

々
に
於

て
、
そ
の
作

用
甚
だ
箸

大

で
あ

つ
た

や
う

で
に

あ

ろ
が
、
而

か
も
全
髄
と
し

て
見

れ
ば

、
到
底
積

極
的

妨
げ

に
は
及

ば
な

か

つ
お
。
從
來

、
噌
殖

力

の
大
部

分
が
襲
動

せ
し

め
ら
れ
六

や
う
で
あ

る
が

、
そ
れ

か
ら
生
ず

ろ
過
剰
部

分
は

(
・
:
・均
衡

の
破
壊

・
:
・
)
、
凶
暴
な
原

因
で
妨
げ

ら
れ

お
o

こ
れ
ら
の
中

で
、
戦
孚

に
最
も
重
要
な

且

つ
顯
著
な

形
態

で
あ
り

、
そ
れ

に
次

ぐ
も
の
ほ
飢

謹

と
凶

暴
な
疾
病

と
で
あ

つ
表

(
・
:
・
均
衡

の
同
後

・
:
・
)
。

ヘ

へ

も

も

今
ま
で
考
察
し
☆
國

々
の
大
部
分
で
に
、
入
口
が
、
干
均
的
且

つ
永
久
的
生
存
資
料

に
正
確

に

】
致
し
喪
こ
と
に
殆
ん
ど
電
く
、
爾
極
端
の

ゐ

も

あ

も

へ

も

ヘ

ヤ

ゐ

ヤ

ぬ

ヘ

ヘ

へ

あ

う

ヘ

ヤ

も

間
准
振
動
す
る
の
溝

一
般
で
あ

つ
お
や
う

に
思

に
れ

ろ
。
從

つ
て
欠
乏
と
豊
富
と
の
間
の
槻
動

(昏
。
o
u。管
鑑
。
塁

び
象
毛
。窪

謡
ρ再

碧
缶

営
窪
p鴇)

が
、

吾

々
が
丈
明
の
進
歩
し
て
ゐ
な

い
諸
民
族
の
間
に
當
然
に
期
待
す

る
や
う
に
、
甚
だ
顯
著

に
現
に
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
靭
o
」

人

口
と

生

存
資

料

と

の
間

に
於

け

る
…

…
均

衡

…

…
均

衡

破

壊

…

…

均

衡

回
復

…
…

再

び

1)

2)

3)
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ノ

一
入

O

め

の
解
明
」

を
、
彼
れ

は
試

み
よ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。
彼
れ

の
人

口
理
論

は
、
そ
れ
故

に
こ
そ
、
人

口
擢
動
を
通
じ

て
見

た
る
、

人

何
の
逆
輻

及
び
進
轄
蓮
動
を
通
じ

て
見
た
る
、
人
類

枇
會

の
、

一
つ
の
獲
展

理
論

で
あ
り
、
同
時

に
叉
そ
れ
は

、
從
來

の
史
家

が
捨

て

曳
顧
り
み
ざ
り
し
人
民
大
衆

の
、
過
去

及
び
現
在

に
亙
れ

る
、
良

か
れ
悪

し
か
れ

一
つ
の
肚
會
皮

で

も

あ

つ

た

の

で

あ

る
。マ

ル
サ

ス
人

ロ
理
論

の
核

心
は
、

こ
れ
を
要
す
る

に
、
生
存
資

料

に
依

る
人

ロ
の
規
制
作
用

だ
け
で
は
な
か

つ
た
。
併
↓
又
、

生
存
資

料
以
上

に
出

で
ん
と
す
る
人

口
の
不
断

の
増
殖
傾
向
だ
け
で
も
な

か
つ
た
。
彼
れ

の
理
論

の
頂
顯
は
、
む
し
ろ
動
態
的
、

捜
展
史
的
な
、
人

ロ
擢
動

の
周
期
性

に
向

つ
て
突

き
立

つ
て
ゐ
る
。

そ
し

て
此

の
理
論
は
、
規

制
原
理
と
増
殖
原

理
と

の
、
即
ち

一
は
横

に
他
は
縦

に
、

一
は
均
衡
化
的
、
他

は
均
衡
破
壌
化
的

に
、
相

剃
反
擾

の
姿
に
於

て
働

ら
き
合

ふ
と
こ
ろ

の
、
二

つ
の
原

理
を
併

せ
有

し

て
ゐ
る

の
で
あ
る
。

J

・
A

・
ブ
イ
ー

ル
ド
は
、
さ
す

が
に
、

マ
ル
サ

ス
に
於
け
る
此

の
掃
動

理
論

に
注
意

し
た
。
そ
し
て
云

ふ
た
、

「
人

ロ
成
長

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

へ

あ

ヘ

へ

も

へ

も

ヘ

ヘ

へ

ら

へ

あ

に
就

い
て
の
か

玉
る
見
解
を
探
る

こ
と

に
よ

つ
て
、

マ
ル
サ

ス
は
彼
れ
自
身

の
論

理

に
囚
は
れ

て
ゐ
た

や
う

に
思

は
れ
る
。
擢
動

の
観
念
は
、
先

づ
最
初
、
問
題

の

一
側
面
を
考

へ
、
而

し
て
次

に
他

の
側
面
を
考

へ
る
こ
と
か
ら
起

つ
て
來

る
。
若

し
も
爾
側
面

が
同
時

に
考
察

せ
ら
れ

た
な
ら
ば
、

こ
れ
は

妻
7
彗

ミ

隔
冨
署
窪

で
は
な
く
、
零
『
彗

零
§
ミ

冨
召
。
昌

で
あ
る
こ
と
は
明

か
で
あ

へ

ぬ

ぬ

へ

ぬ

ぬ

も

へ

ほ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

あ

ヘ

ヘ

へ

も

う

も

も

も

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

り

も

も

ヘ

へ

わ

る
。
妨
げ
が
作

用
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
人

口
を

一
定

の
限
界
内

に
ひ
き
抑

へ
、

そ
し

て
こ
れ

ら

の
擢
動
を
阻

止
す
る
、
」

と
。

か
く
云

ふ
と
き

フ
ィ
ー

ル
ド
は
、
若
く
し

て
尊
敬
す

べ
き
業
績
を
遺

し
な
が
ら
、
惜
し
む
ら
く
は

マ
ル
サ
ス
を
、

マ
ル
サ

ス
理
論

翼)6thed,vo1.i.P.67;2nded.P.47《notapPearediathelsted・)・

2)」.A.Field,Z伽 砂30π.Pepptldtion〃ideth〃Pap〃5,ed。 わyHoh隅Chi-

cagolg31,p。260(italicoriginal,dotsof.Mina㎡}.



の
動
態
的
、
稜
展

理
論
的
性
質
を

、
途

に
自

か
ら
理
解

せ
ざ

る
と

と
を
暴
露

し
て
逝

つ
た

の
で
あ
る
。

わ

マ
ル
サ

ス
は

屡

々
、
「
諸

妨

げ
」

の

「
恒
常

不

断

の
襲

動
」

、.8

諺
冨
暮

o
窟

旨
ユ
。
昌
、.
自

.、8
諺
冨
暮
貯

o
冨

旨
蟄

σ。
..
を
読

い
た

。

こ
れ

は
彼

れ

を

し

て
、

ゴ
ド

ウ

イ

ン
、

コ

ン
ド

ル

セ
ー

等

の
平

等

主

義

思

想

を
論

破
す

る

こ

と

を

得

せ

し

め

た
。

同
時

に
彼
れ

は

、

こ

の

「
不
断

の
襲
動

」

を

以

て
、
自

か
ら

を

そ

の
諸

先
行

者

達

か

ら
、

特

に
ウ

ナ

レ
ー

ス
か

ら

、

コ

ン
ド

ル

セ
ー

か

ら

琶

別

わ

す

る

一
契
機

と

目

し

て
ゐ

た
。

1

、、≧

器

瞬.、
そ

れ

は

不
幸

に
も

、
後

代

に
於
け

る

マ
ル

サ

ス
解
読

者

へ
の
、

一
つ

の
大

き

い
蹟

き

の
石
と
は
な

つ
た
。
前
掲

フ
イ
ー

ル
ド
の
、
的
を
失

し
た
る
批
判
も
、
實

は
こ

の

「
妨
げ

の
不
断

の
獲
動
」

の

「
論

理
」

に
彼

れ
自

か
ら

「
囚
は
れ
た
」

に
由
來
す

る
の
で
あ

る
が
、
わ
が
磧
學

キ
ヤ
ナ

ン
を
以

て
し

て
も
、
な
ほ
此

の
石
は
、
彼
れ

に
取

つ
て

マ
ル
サ

ス
解

繹
上

の
蹉
跣

の
基

と
は
な

つ
た
。

キ
ヤ
ナ

ン
は
云

ふ
た
、
「
吾

々
が
、

一
國

が
人

ロ
過

剰
で
あ
る
と

い
ふ
場
合

に
は
、
そ
の
國

に
於
け
る
産
業

の
生
産
性
が
、
人

ロ

が
然
か
く
大
き
く
な

つ
て
ゐ
な
か

つ
た
な
ら
ば
さ
う
あ

つ
た

で
あ
ら
う
程
、
大
き
く
は
な

い
と

い
ふ
こ
と
を
意
味
す

る
。
即
ち
吾

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヤ

へ

ぬ

も

ヘ

カ

ヘ

ヘ

へ

も

λ
は
、
人
間
が
多
過
ぎ

る
と

い
ふ
観

念
を
許
容
す

る

の
で
あ
る
。
こ
れ

に
反
し
て
、
マ
ル
サ

ス
は
彼
れ

の
時
代

の
通
読

に
ひ
ど
く
感

も

ヘ

へ

ゐ

へ

染

し
て
ゐ
た

の
で
、
人
間
が
多
過
ぎ
る

と

い
ふ
観
念
は
、
彼
れ

に
は
全
く
無
縁
で
あ

つ
た
。
」

何
故
か
?
・
「
若

し
も
人
間

が
多
過

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ぬ

ヘ

へ

ぬ

ヘ

へ

も

も

ら

も

も

へ

も

へ

リ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

リ

ヘ

へ

も

し

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ぎ

る
と
す
れ

ば
、
人

ロ
の
増
加

に
封
す

る
妨
げ
は
、

そ
れ

が
望
ま
し

い
程
強
く
は

な
か

つ
た
、
即
ち
、
妨
げ

は
無
効

で
あ

ら
ね
ば

も

も

ヘ

ヘ

へ

ゐ

の

な

ら
な
か

つ
た
ー

あ
ら
ざ

る
を
得
な

か
つ
た
筈

で
あ
る
、」

と
。

私

は
こ
れ

に
封
し

て
い
ふ
。
キ
ヤ

ナ
ン
の
眼
は
此

の
場
合

に

も
1

然
り
彼
れ
は

「
人

ロ
の
原

理
」
を
規
制
作

用
と
解

し
た

の
で
あ

つ
た
i
ー

そ

の
同
じ

「
規
制
原
理
」

に
昏
惑
せ
ら
れ

た
◎

マ
汐
サ

ス
の
入

口
理
論

㌧

一
八

一

r)

2)

3)

e.9.6thed.voLi.PP.4,11,17;1sted.PP.14,26,29,&et(:
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一
入

二

彼
れ

は
此

の
原
理
を

「
増
殖
原
理
」

と

の

「
不
断
」

の
關

聯

に
於

て
見
る
を
得
な
か

つ
た
。
云

ひ
か

へ
れ
ば
彼
れ

は
、

マ
ル
サ
ス

の
人

口
理
論
を
、

一
つ
の
動
態

理
論

と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
出
來
な
か

つ
た

の
で
あ
る
。

マ
ル
サ

ス
の
理
論

は
、
或

る
時
期

に

め

於
け

る
人

ロ
の
盗
剰
を

毫
も
担

否
す

る
も

の
で
は
な
か

つ
た
。
「
濫
剰

人

口
は
や

が
て
掃
蕩

せ
ら
れ

る
、
」
彼
れ

の
理
論

は
冷
然

と

然

か
云
ふ
に
過
ぎ
な

」い
。

マ
ル
サ

ス
の
人

口
理
論
は
、
確

か

に
、

一
つ
の
動
態

理
論

で

あ

つ

た
。
併

し

こ
の

理
論
的
性
格
は
、
か

の

「
規
制
原
理
」

と

「
増
殖
原
理
」

と
の
何
れ

か

一
方
を
重
覗
す
る
こ
と

に
依
り
、
若
く
は
又
軍

に

一
同
的
、
從

つ
て
絶
封
的
な
も

の
と
し

て
の
み
南

者

の
關
聯
を
見

る
こ
と

に
依

つ
て
は

、
理
解
せ
ら
れ
難

い
で
あ
ら
う
。

マ
ル
サ

ス
に
於

て
は
、
問
題
は
翠

に
、
生
存
資
料

の
現
存

量

が
人
口
増
殖

に
限
界
を
置
く
、
と

い
ふ
こ
と
に
壷

き
る

の
で
も
な
く
、

さ
ら
ば
と

て
叉
、
人

ロ
は
常

に
内
在
力
と
し

て
既
存

の

生
存
資
料
以
上

に
増
殖

せ
ん
と
す

る
傾
向

を
具

へ
て
ゐ
る
、
と

い
ふ
こ
と

に
蔽
ひ
蓋
く

さ
れ
得
る
も

の
で
も
な
か

つ
た
。
人

ロ
は

も

も

も

こ

の

「
傾
向
」

を
、
こ

の

「
原
理
」

を
有
す

る
こ
と

に
由

つ
て
、
不
断

に
生
存
資
料

の
水
準
を

そ

の
裏
か
ら
衝
撃

し
績
け

(
1ー
人

ロ
墜
迫

)
、

時

に
は
そ
の
上

に
乗
ウ
出

で

て

(
11
盗
剰
人

口
)
や
が
て
凶
暴
な

る
滲
蝸

に
依

つ
て
掃
蕩

さ
れ

な
が
ら
元

の
水
準

に

も

も

も

へ

復

蹄
し

(
翻
均
衡
同
復

)
、

時

に
は
又
、
生
存
資
料
範

園

の
擾
大

に
向

つ
て

の
、
ひ
と
し
く
不
断

な
る
人
間

の
努
力

が
奏
効
す
る

こ
と
に
由
つ
て
、
生
存
資
料
範
園
の
損
大
と
共
に
人
口
も
亦
1

「
或
る
甚
だ
有
力
且
つ
顯
著
な
る
妨
げ
に
依
つ
て
防
止
せ
ら
れ

ざ
る
限
り
」
i

増
殖
し
な
が
ら

(
11
人
口
の
進
鱒
蓮
動
)
や
が
て
生
存
資
料
の
新
た
な
る
水
準
に
落
付
き

(
H
均
衡
回
復
)、

更
に
は
叉
、
生
存
資
料
の
お
の
つ
か
ら
な
る
縮
少
に
絵
儀
な
く
せ
ら
れ
て
人
ロ
は
後
退
し
な
が
ら

(
"
逆
鱒
蓮
動
)
別
の
方
向
に

1)AnEStaγ,6thod.voLLP.525.



於
け
る
生
存
資

料
の
水
準

に
落
付
き

(
11
均
衡

同
復
)
、

か
く

て
人

口
は
、
絶

え
す
脚
貯
静

に
、
均
衡

と
均
衡
携

鼠
と

の
、
進
蘇

も

へ

も

へ

と
逆
縛

と

の
、
相

反
す
る
二
面

の
蓮
動
を
反
復

し
な
が
ら
成
長
す
る
、
…
…
と

い
ふ
こ
と
に
彼
れ

の
問
題

は
全
的

に
蔽
は
れ

た

の

で
あ
る
。

マ
ル
サ

ス
の
人

ロ
理
論
は
動
態

的
、
嚢
展

的
理
論

で
あ

つ
た
、
嚢
展

理
念

の
上
に
立

て
る
人

口
の
周
期
的
提
動

の
理
論

で
あ

つ
た

、
と
解
す

る
こ
と

の
外

に
、
よ
り

正
し

い
解

繹

の
道
は
あ
り
得
な

い
。

ー

こ
れ
が
、
本
節

に
於
て
、
從

つ
て
同
時

に

本
稿

に
於

て
、
私

の
到
達
す

る
最
後

の
結
末

で
あ

る
。

六
、
結

論

と

鹸

錬

ヘ

へ

能

ふ

べ
く

ん
ば
新

た
な

る
も

の
を

と
志
向

し

つ
玉
も
、
な
ほ
且

つ
、
軍

に

一
つ
の
解

繹
を
目
指

し
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
本
稿

に
、

改
め

て
の

「
結
論
」
は
な

い
筈
。
論
じ
甕
く
さ
ざ
る
黙

に
は
氣
付
く
が
、
す

で
に
絵
白

も
な

い
。
私

の
到
達

せ
る
諸
結

末
を
左

に

要
約
し

て
結
論

に
代

へ
る
。

第

一
、

マ
ル
サ

ス
の
謂
ゆ

る

「
人

ロ
の
原

理
」
、は
人

ロ
の
不
噺

の
増
殖

傾
向
を
指
し

て
ゐ
た
。
第

一
版

に
於

て
は

そ
れ
は
甚

だ

不

明
瞭

に
、
併

し
後
版

に
於

て
は
争

ひ
難
く
明
瞭

に
、
現

は
れ

た
。

第

二
、

マ
ル
サ

ス
は
こ

の
人

ロ
の
増
殖
傾
向
を

、
後
版

に
於

て

「
増
殖

の
原

理
」
と
謂

ひ
慣

は
し
た
。
從

つ
て

「
人

ロ
の
原

理
」

は
、
取
り
も
直
さ
す

「
増
殖

の
原

理
」

で
あ

つ
た
。
併

し
、

'

軋第

三
、

マ
ル
サ

ス
に
於
け

る

「
原
理
」

は

一
つ
で
は
な

か

つ
た
。

「
増
殖
原
理
」

の
外

に
、
そ
れ
と
並
び
て
、
或

は
そ
れ
以
前

マ
ル
サ
ス
の
人
口
理
論

一
八
三
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に
、
今

一
つ
σ
原
理
が
あ

つ
た
。
私
は

そ
れ
を

「
規
制
原

理
」

と
假

稻
し
た
。

か
く

て
、

へ

第

四
、

マ
ル
サ

ス
の
人

口
理
論

は
二

つ
の

「
原

理
」
か
ら
成
り
立

つ
て
ゐ
た
。
「
増
殖
原

理
」

と

「
規
制
原
理
」
。
人

口
と

生
存

資

料
と
の
間

に
於

て
、
後
者
は
常

に
均
衡
化
的

に
、
前
者
は
常

に
均
衡
破
壌
的

に
、
働

ら
き
出

で
る
。
「
妨
げ
」
は
均
衡
破
壌
時

の

所
産

で
あ
る
。
か
く

て
人

ロ
は
、
二

つ
の
相

反
す
る

「
原

理
」

に
支
配
さ
れ
な
が
ら
、
増
加

と
減
退
と

の
、
進
縛
と
逆
韓

と

の
、

の

周
期
的
掃
動
を

反
復
す

る
。
而
か
も

マ
ル
サ

ス
は
生
存
資

料
範

園
損
大

へ
の
、
人
間

の
、
ひ
と
し
く
不
断
な
る
努

力
を
認
識
す

る

こ
と

に
よ

つ
て
、
人

ロ
の
成

長
を

、
歴
史

に
於
け
る
稜
展

の
理
念
を
、
把
握
し

て
ゐ
た
。

マ
ル
サ

ス
の
人
ロ
理
論

は
、
嚢
展

の
理

念

の
上

に
立

て
る
人

ロ
の
周
期
的
提
動

の
理
論

で
あ

つ
た
。

X

X

X

マ
ル
サ
ス
逝
き

て
満

一
百
年
、
而

か
も
今
猫
ほ
吾

々
は
、

マ
ル
サ

ス
の

「
人

口
原
理
」

と
は
何
か
、

マ
ル
サ

ス
人

ロ
理
論

の
本

盟

は
何

か
、
を
問
題
と
し

て
ゐ
る
。
想

へ
ば
、
學
問
進
歩

の
遅

々
た
る
、
而
し

て
遼
遠
た
る
、
洵

に
測
り
知
ら
れ

ざ
る
も

の
が
あ

る
。人

口
論
者

マ
ル
サ

ス
を
以

て
、

「
物

理
學

に
於

て
は

昌
ユ
ー

ト

ン
に
、
病

理
學

に
於

て
は

ブ

ラ
ウ

ン
に
、

形

而

上
學

に

於

て

は

ス
ピ
ノ
ー
ザ

に
」
(
ヘ
ー

ゲ
ヴ
イ

ッ

シ

ユ
)
、
或

は
叉
、

理
論
経
濟
{學
に
於

て
は

「
ケ
ネ
ー

に
、
カ
ー

ル

・
マ
ル
ク

ス
に
」
(
青
年

ブ
ッ
ヂ

エ
)
擬

し
讃

え
る

の
言
葉
は
、
こ
れ

を
罪

な
き

マ
ル
サ

ス
蓮
奉
者

に
任
し

て
置

い
て
よ

い
。

だ
が
然
し
!

「
争
論
は
學
問

の
生
命

な
り
。
」
(
幅

田
徳

三
)
ー

マ
ル
サ
ス
は
身
を
以

て
そ

の
好
箇

の
典
範
を
示
し
た
。



「
人

口
原
理
論

は
人

ロ
に
關
す
る
凡
ゆ
る
近
代
的
思
索

の
出
立
鮎
を
成
す
。
」
(
マ
ー

シ
ヤ
ル
)
-
・ー

マ
ル
サ

ス
は
今
猫
ほ
吾

々
の

前

に
生
け

る
存
在

で
あ
る
。

「
彼
れ
は
意
識

ぜ
す

し
て
豊
饒
な
る
思
想

を
播
種

し
た
。
」
(
フ
イ
ー

ル
ド
)
ー

マ
ル
サ

ス
は
成
心
な
き
人
類

肚
會

の
探
索
者

に

酬

ひ
る
で
あ
ら
う
。

「
現
代
肚
會

に
於
け

る
人
民
大

衆

の
饒
渇
を
読
明
し
得
る
も

の
、

そ
は
肚
會

主
義
者

に
非
す

ん
ば
、

マ
ル
サ

ス
で
あ
る
。
」
(
後

年

の
ブ
ツ
ヂ

エ
)
ー

マ
ル
サ

ス
は
そ
こ
に
在

る
、
肚
會
問
題
は
依
然
と
し

て
吾

々
の
前

に
在
る
か
ら
。

成
心
あ
る
者
、
無
硯
す

る
者

に
は
、

マ
ル
サ

ス
は
無
縁

で
あ
る
。

こ

の

一
篇
は
、
百
年
忌

マ
ル
サ
ス

へ
で
は
な
く
、
眞
實

に

マ

ル
サ

ス
を
解

せ
ん
と
欲
す
る
人

々
に
、
捧
げ
ら
れ

て
よ

い
。

そ
し

て
そ

の
人

々
に
向

つ
て
私
は
、
恐
ら
く

は
犯

し
た

る

べ
き
幾
多

の
誤
解
と
曲
解

と
を
以

て
、
「
多
く

の
反
樹
論

に
、

そ
し
て
恐
ら
く
は
、
遙
か

に
痛
烈
な
る
批
判

に
、

一
門
戸
を
開

い
た
」
(
マ
ル

サ

ス
)
筈

で
あ
る
。

1

一
九
三
四
年
晩
秋
1

■

マ
シ
サ

ス
の
人
口
理
論

一
八
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